) 要 の 1 
四 と 内 感 を つか ん て 
\ セ フ シ ー な 女の子 を 措 く 
NN 


キャ ヤラ 


や テ 
は じ め に 女の子 の カラ ダ は 和 柔らか い 肉 に 覆 わ れ て いる の で 、 
曲線 を 主体 に 描か れ ま す 。 で も 肉感 の 和 未 ら か さ は 、 
身体 の 表面 に 現れ る 鎖骨 や 関節 部 の 「 硬 い 骨 の 表 
現 ] の コン トラ スト に よっ て 引き 立て られ 、 キ ャ 
ラ の 存在 感 や 魅力 が 生ま れ ま す 。 


「 肉 感 」 を 生み 出す 要素 
1. カ ラダ の アウ トラ イン を つく り 出 す 
「 肉 の 起伏 」 表現 
… お も に 曲線 的 な 線 を 用 いま す 。 
ら . 首 も と の 鎖骨 や 手足 の 関節 表現 
… お も に 直線 的 な 線 を 用 いま す 。 


女の子 の カラ ダ は 
「 骨 ] と 「 肉 ] で 
で き て る ん だ よび 


「 肉 ] だ け で 
描く と か えっ て 
硬い より 


「 キ ャ ラ 骨 ]」 
人 体 の 骨 構 造 を も と に し た も の で 、 
可動 部 と 硬 さ や 立体 を 理解 する た 


Wo な い 介 


釧 骨 と ヒジ 、 ヒ ザ の 関節 表現 
を し な い 場 合 。 アウトライン 
は 「 女 の 子 の カラ ダ 」 で す が 、 
ブ プラスチック や ビニ ー ル な ど 
の 「 硬 い 素材 」 で 形 だ けつ く  ! 
られ た 印象 に な り 、 肌 の 柔 ら | 
か さ が 遠 の きま す 。 1 

1 

ガ 


| 


編 ! ノ 負 骨 (さこ つ ) 


め の モ デル で す 。 


作画 手順 の 中 の 「 骨 」 と 「 肉 」 


アタ リ 。 描 きた い イ メー ジ (ポー ズ ) 


ラフ 。 アタ リ の 上 に へ アス タ 


「 骨 」 も を 大 づか み に 描 きま す 。 姿勢 を 主体 に イル や ポー ズ の イメ ー ジ を 大 
し た も の で 、「 全 体 の イメ ー ジ 」 (シル づか み に 描 くも の で 、 作 男 技 
ちゃ ん と 意識 エッ ト ) を 最初 に 描き ます 。 こ の 段階 法 上 は 文字 通り 「 肉 づけ 」 と 


し て 描い て ね ! 


で 背骨 や 肩 、 関 節 な どの 位置 が ざっ く 
り 描き 込ま れる こと も あり ます 。 


いう 言葉 が 用 いら れる こと も 
あり ます 。 


※ ア タリ か ら ラ フ へ 進む こと や 、 最 初 か ら ラ フ や 、 表 情 を 描き 込み な が ら 進 め る 
こと も あり ます 。 作画 経 験 や 描く も の の 難易 度 で 手順 は 変わ り ま す 。 
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グ へ 、 N 
g / / / / 
みく 
) が 


第 ] 章 


中 キャ ラク ター の 


) 骨格 と 筋肉 を つか む 


キャ ラ の 作画 に 見 る 骨 と 肉 


作画 は 完成 イメ ー ジ (描き た いも の ) を ご く 簡 単 な 線 で 描く 

こと か ら は じ め ま す 。「 ア タリ 」 や 「 ラ フ 」 と いわ れる シン プ 
ル な 絵 で す が 、 作 画 に 慣れ ん た 人 の アタ リ や ラフ に は 、 そ こ に 

骨格 や 肉 の 意識 が 含ま れ て いま す 。 


① / / ーー 頭 部 。 
/ | 十字 を 描い て 上 顔 の 
| 向き を と ら えま す 。 
\ ンプ / 胴体 の 上 端 ( 両 記 
N、 ンプ / 肩 の 高 ボ ) を と ら 
ーー える 婦 
| / 


| / | 姿勢 (カラ ダ の 
! ん と 人 
\/ デ る 周 休 中 央 の 線 


島 ーーーーーーーー 上 腰 の くびれ 


1 N 
\N 
いい 
ーー < 
Mt 、 
\ | 胴体 の 下端 、 
N 股 の 高 さ を と 
| 5 える 線 
ーー ーー トー 肌 N の イメ ー ジ 


描き は じ め … ア タリ の 状態 

シル エッ ト を アタ リ と し て 描き 出す 手法 で す 。 
出来 上 が り の 姿勢 、 腕 や 脚 の イメ ー ジ 、 顔 の 向 
き を 大 づか み に 描 きま す 。 


ーー 補助 線 ・ ア タリ 線 の 意味 と 作画 ポイ ント 


2 頭 部 や カラ ダ の アウ 
///7 / トラ イン を て いね い 
N Mi NN に 描い て いき ます 。 

⑨ | リ / NN 最終 的 に これ を 「 下 
MY 、、 絵 ] と し て 、 な ぞ り 

NM I 〆 | ながら 仕上 げ ま す 。 
NiJ ング | ※ 仕 上 げ の アウ トラ 


7 | 鎖骨 (人) / 才 」 イン を 「 主 線 (お も 


! 


せん )」 と いい ます 


乳房 肉 ) ーー マリ ルン で ! (「 し ゅ せん 」 と 呼び 
ヽ / 1) 場合 も あり ます )。 
/ / 
YY 
ヒジ 関節 MA 
/ 胴体 前 面 の 
グイ 8 0 ーー 乳房 の つけ 根 を ブラ ジ 
胸 千 ( き ょ ャ ー 状 に と ら え ます 。 
うか く ) 
で 肩 、 腕 を と 
肌 体 上 部 ( 胸 ら える 線 
郭 ) を と ら 、 
太もも 一 
( 肉 ) 
ーー ナー 基 の 部 分 
ラフ 
ラフ に 作画 を 進め ます 。「 内 づけ 」 の 作業 で 、 
カラ ダ の イメ ー ジ を は っ きり させ ます 。 髪 WI 
の 毛 の シル エッ ト (全体 の イメ ー ジ ) も 大 $ 
づか み に 描 込み ま す 。 N 
ヒジ 、 手首 の 
| / 関節 を 「 継 ぎ 
| / 目 状 ] に 描き 


/ ます 。 


ー \ だ た ガ 
7 ワ 
7 UI/ 
/ NN 
ド 」  ` 腹部 の 筋肉 の 目安 。 
/ お な か 部 分 の 曲面 を 
8 と ら え ます 。 
支 参考 
香 格 を 主体 に アタ リ を 描い て 進め る 場合 。 頭 
公 、 中 心 線 、 肩 や 股 位置 を と り 、 手足 も 棒状 ・ 補助 線 … バ パー ツ の 位置 や サイ ズ を と ら え る 目安 の 線 。 
で す 。 肉 づ け を し て いく 進め 方 は 同じ で す が 、 ・ ア タリ 線 … お も に パー ツ の 形 を と ら える 線 。 
計 気 な い の で 多少 作画 慣れ し な いと 難し いか ・ 主 線 (お も せん ) … 本 番 の 線 。 ア タリ 線 や 補助 線 に 対し て 、「 キ メ 」 や 「 確 定 」 
も し れ ま せん 。 写 真 な ど 、 資 料 を 見 な が ら 描 な どの 意味 で 引く 線 で 、「 太 い 線 ] や 「 し っ か り し た 線 」 


く と き に 適し た 手法 で す 。 が 多い で す 。 
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1 ン ノ 釧 骨 (さこ つ ) 
肩 四角 (けん ーーー 
こう と つ )。 背 /《( / 
中 側 の も の が 一 
見 えま す 。 


| | ユーー 上 腕骨 (じょう 
| わん こつ ) 


骨 避 (こつ ば ん ) 


NMSY 
6 (ちこ つ ) 


か ん せつ ) 1 / 大 乳 骨 (だ 
/ いた いこ つ ) 


ーー 膝 攻 骨 (し つが い 
こつ )。 ヒ ザ が し ら 、 
ヒザ の 皿 な ど と も 
いわ れ ま す 。 


放 M 
な 唱 


ます 。「 八 の 字 状 ]」 で す 。 


足首 の 出っ張り は 胃 で 、 内 側 
が 高く 、 外 側 は 低く な っ て い 


作画 に 関わ る 骨 や 筋肉 な ど 、 代 表 的 な 部 分 の 形 と 名 称 を 
見 て み ま し ょ う 。 


カラ ダ の 表面 の 表現 に 関わ る 骨 … 鎖 骨 、 ヒ ザ 、 足 首 
肉 の ポイ ント … 乳 房 、 お な か 


ノ 頭頂 部 
カラ ダ 参 考 図 | 
/ 下 
r 』) | 側 部 
M / は 
( し 
、 ノ 
1 一 叙 骨 
ーー 
へ 
胸郭 (mas- ナ ーー | ン 乳房 
か く ) だ レー{ 
| (、| | ー] 一 上 脳 (じょう わ 
| メ ん )。 肩 か ら ヒ ジ 
| の 部 分 で す 。 
| 中 ろ っ 骨 の へ り 部 
| | ) | | 分 で 、 線 状 に く 
/ N ぼ み が で きま す 。 
ーーー 前 腕 (ぜん 


わん )。 ヒ ジ 
」 から 手首 の 


ふく ら は ぎ 一 


スネ 。 ヒ ザ 下 か 
らく る ぶし まで 。 


足首 の 出っ張り ( く 
る 応 し )。 内 側が 高 
く 、 外 側が 低い で す 。 


僧 帽 筋 (そう ぼ 
> うき ん ) 


ノノ 月 前 (さん か く 
きん )。 肩 の ライ ン 
AN を つく り ます 。 


用 筋 (用 直 、 
筋 / ぬ くち ーー 腹筋 は 中 央 の 
ょ くき ん ) くぼみ が 線 状 
| に な り ま す 。 
1 
ーー 外人 筋 (が い Aa 


くし ゃ きん )。 腹筋 
以外 の か な り 広 い 
)、 部 分 で す 。 


脚 の つけ 根 に な る 
この 線 も 外 腹 缶 筋 
の ぶち で す 。 厳密 
に は 、 時 径 加 帯 ( そ 
けい じん た い ) と 
いう 乃 が 帯状 に な 
つて いま す 。 


ヒザ の 皿 が だ 円 状 
に 表面 に 現れ て い 
ます ( 皮 / 騰 に 覆 
われ て いま す )。 


玉 腕 の 筋肉 は 省 
話し て あり ます 。 


下腹 部 の 曲面 を 
演出 する 線 。 外 
腹 玄 筋 


腹 肪 の 線 を 入れ る 


合 


まっ すぐ 立っ た ポー ズ 
の アタ リ 。 関節 は 丸 や 
区 切り 線 な ど で 表 現し 
ます 。 


左右 対称 で す 。 ま っ すぐ の 状 
態 で は 、 左 右 の 肩 、 ヒ ジ 、 股 
関節 、 ヒ ザ 、 足首 な ど を つ な 
い だ 線 は 平行 に な り ま す 。 


肩 の 関節 の 上 
に 筋肉 (三角 
筋 ) が か ぶっ 
て いま す 。 


 ) 5 


フォ ルム モデ ル 


体 全 体 を バー ツ に 分 け て 関節 
(可動 部 ) や 腹筋 部 分 な ど を 単 
純化 し た も の 。 
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カラ ダ の 表面 の 表現 に 関わ る 骨 … 鎖 骨 、 肩 皿 表 、 ヒ ジ 、 ヒ ザ 
肉 の ポイ ント … 乳 房 、 お な か 、 お 尻 


肩 甲骨 


- 尾 て い 骨 


股関節 


ー- 点 く ら は ぎ 


足首 の ふく ら み は 和 骨 の ベ | 
下部 で す 。 ンプ し 
B っ ぞ 愛 ーー 
アタ リ 。 胴体 を 腰 か ら 
上 と 下 で ブロ ッ ク 状 に 
と ら え ます 。 


筋肉 参考 図 骨 の 上 に 筋肉 を 重ね た も の 


動 


ーー 
僧 峠 筋 は 首 か ら 肩 に 至る な め ら 
ユー 信 帽 筋 (そう ぼ か な ライ ン を つく り ま す 。 
) うき ん )。 首 か ら 

背中 まで 覆っ て 
| いま す 。 


いま す 。 る 4 ヽ 
和 / 、 フォ ルム 
| 広間 乱 ( こ う 詳 寺 
( は いき ん ) お ナー 


カラ ダ の 表面 の 表現 に 関わ る 骨 … 肩 甲 朋 、 ヒ ジ 、 骨 盤 
肉 の ポイ ント … お 尻 、 ふ くら は ぎ 


キャ ラ 骨 遂 視 図 カラ ダ 参 考 図 


ノ 青 角 の ライ ン は 省 申 
する こと も あり ます 。 
肩 四 骨 = 


| 腰椎 の く ほ み 
は くっ きり 表 
| れ ます 。 


ユー ヒジ まわ り は 
骨 や 筋 の 凹 上 


と いい ます 。 が で きま す 。 


骨盤 の へ り の 
くぼみ が 表 に 
で きま す 。 


股 の 部 分 が 見 えま す 。 1 


アキ レス 尿 


云 「 腫 (けん )」 と は 


筋肉 と 骨 を つなぐ 繊維 の よう な 束 で す 。 帯状 だ っ た り 簡 状 だ っ た り し て いて 、 手の甲 の 筋 や アキ レス 妥 な ど が 有名 で す 。 
骨 や 筋 内 の ほか に 、 こ の 細 の 形 が 見 た 目 に 現れ る 部 位 も あり ます 。 
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筋肉 参考 図 ( 介 の 上 に 筋 内 を 重ね て いま す ) 


トー? 

wp 
トン ク 
シン 肩 四則 か ら 伸び て い 


る 骨 は 、 前 面 で 鎖骨 


に つなが っ て いま す 。 内 | | 


アタ リ 。 背骨 の 
ライ ン を まっ す 
ぐ と り ま す 。 


ゥ 
ヒザ の 避 側 は 筋肉 に 約 わ 
れ て 骨 は 現れ ませ ん 。 


ふくらはぎ の 筋肉 
は ぶる ん と 盛り 上 
が っ て いま す 。 


フォ ルム モデ ル 
肩 甲 飼 は ひし 形 や 三島 
形状 に と ら えま す 。 6 


ユー ルナ レー 肌 体 の 側面 部 が 「 奥 行き ] と し て 見 え 

立体 感 の 出 る 冬 め 向 e る の で 、 立 体 的 に な り ま す 。 

ーー 

カラ ダ の 表面 の 表現 に 関わ る 骨 …… 鎖 骨 、 胸 政 、 ヒ ジ 、 ヒ ザ 、 足 彰 
漠 肉 の ボ ポイ ント … 肩 乳房 、 腹 部 、 腰 の くびれ 、 太 も も 

カラ ダ 参 考 図 キャ ラ 骨 キャ ヤラ 骨 肖 視 図 


/ 
) 
久 胸郭 の ライ ン が 6 
も し の 雪村 胴体 の シル エッ 


ト の も と に な り 


/ 2 際 し ます 。 


ろ っ 人 骨 部 最上 段 の 骨 
は 、 釧 骨 の 下 か ら ま 
わり 込ん で 背骨 に つ 
テー な が っ て いま す 。 


| 肩 の 骨 は 鎖骨 と 肩 ン と だ や デ 
ェ 甲骨 が つなが っ て な プ 
| いる 部 分 の 下 に つ の 

| いて いま す 。 


し 人 ン / | 
| 層 / 1 | 乳房 の 下 の 「 胴 の > 引 一 人 N 
j ライ ン 」 は 、 ろ っ は デ | 
ーー こす ゆる や か な 脆 骨 部 の 硬い 感じ を リー 
/ ! 、| | 折 で 棚 和 を 演 少し 反映 させ ます 。// | | 
N\ | 出し ます 。 ( か 
い | AA 
\、/ Ne 
( ] 【! W ' 
1 ) 太もも は 左右 / 
1 / で 太 さ に 違い 1 
| | が 出 ます 。 | 
ヒザ \ / | か ィ いき 
| 11 h 


ポ ボーズ の シル エッ ト を ラフ に 描い て 進め る 場合 


フォ ルム モデ ル 


- 胸郭 の くぼみ 
の 線 。 引 き 締 
まっ た カラ ダ 
を 描き た いと 
き は 残し ます 。 


M 


9 


お な か の 丸み を 
演出 する 外 腹 斜 
筋 の ライ ン 。 脚 
で と つなが っ て い 
る イメ ー ジ で す 。 


の グン W < 
ルン ポー ズ 全体 を シ 関節 の 位置 を と ら えな が アウ トラ イン を 整え て 
ル エ ッ ト 状 に 描き ます 。 ら 、 全 体 の 形 を と り ま す 。 いき ます 。 


@ パン ツ を 描く 場合 


/ 月 も | 
1 全 1 四 【 


ー で バ 0 
バン ツ の ライ ン は 下向き の 曲線 で 描く こと で 、 お な か 、 胴体 の 丸み が 出 ます 。 の 2 は 和 AB 
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斜め アン グル は 背 
骨 の ライ ン を くっ 
きり 入れ ます 。 育 
/ 中 の 表情 が は っ き 


/ り し ます 。 


/ 


! ) 
首 と 胴体 の つなが り 部 分 ( 僧 幅 筋 ) 


キャ ラ 骨 


カラ ダ の 表面 の 表現 に 関わ る 骨 … 肩 甲 衣 、 背 骨 


> モジ 、 か か と 
肉 の ポイ ント … 肩 、 乳 房 、 お 尻 、 ヒ ザ の 裏 


5 ) 肩 四角 の ライ ン 
ー が アウ トラ イン 
] を つく っ て いま 
す 。 


※ ろ っ 骨 を 人 省 
N | 略し て いま す 。 


か か と は 、 骨 の 上 を 薄く 肉 が 
覆っ て いま す 。 


肩 甲骨 と 鎖骨 の 
つなが り 部 分 


作画 手順 ) ボー ズ を 記号 的 な アタ リ で 描い て 進め る 場合 


アタ リ 。 ボ ー ズ の イメ ー ジ ラフ 。 関節 の 位置 を と ら 
を 簡単 な 図形 と 線 で 記号 的 えな が ら 、 バ ー ツ の 形 を 
に 描き ます 。 と り ま す 。 


ラフ は 同じ で す 。 アグ 2 
内 づけ の 段階 で 肩幅 を 狭く 、 アウ トラ イン を し っ か 
手足 の 太 さ を 細め に し て 、 さ ら り し た 線 で 描い て 完成 
に ラフ を 描き 進め ます 。 頭 部 は させ ます 。 

振り 向い た も の に 変更 し まし た 。 


腕 に 隠れ て 見 えな く な る 胴体 と 乳房 を 


描い て か ら 腕 を 描き ます 。 
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パー ツ の 長 さ の 目安 と 「 頭 身 」 
パー ツ の 長き 


股 ポー 


カラ ダ の 部 位 の 長 さ に つい て の 日 安 と 、「 頭 身 」 の 考え 方 を 見 て み ま し ょ う 。 


キャ ラ の 個体 碁 (デザ イン ) や 描き 手 に よっ て 違い が あり ます が 
伝統 的 に 「 人 体 の 基本 パラ ンス 」 と され て いる も の が あり ます 。 


肩幅 の 目安 


肩 - ヒ ジー 手首 


アプ 
= ぶ ぶ 
7 
4 
ドーン 人 敗 ヒジ の 位置 と 
、 月 ト / |、 左 の 関係 
1 ョ 1 
悦 | トー ビジ 
| | 下ろ し た 腕 の 
J 農 | ヒジ は 、 だ い 女子 の 肩幅 は 頭 の 幅 1 個 半 く 
で EZ た い 腰 の 高 さ らい が 目安 と され て いま す 。 
M/ に な り ま す 。 
ト 凡 詩 上腕 と 前 腕 の 長 さ は ほぼ 
導 の 人 < す (ヒッ は ほほ 有 
| _ の 中 央 )。 
手首 は 股 の 
高 さく らい 頭 と 手足 に 。 ーーー 
が 目安 で す 。 ーー 
股 の 位置 は 、 
全身 の 「 ほ ぼ ] 
中 央 」 が 目安 ト 
| で す 。 
ヒザ の 位置 
※ー 股 か ら か か と まで の 真 
| ん 中 へ ん と いわ れ て い 
ます が 、 ヒ ザ か ら 下 の 
方 が 長め や 、 知 め な ど 、 
描き 手 の 好み で 変わ り 
ます 。 
足 は 、 頭 より 少し 
-| 大 きい くら いで す 。 
この キャ ラ は 、 頭 | HUN 
か ら 股 まで の 長 さ | 
: より も 、 脚 部 の 方 
が 長い で す 。 


|< 


で と ら え ます 。「 頭 の 大 き さ ] を 基準 に し て 長 さ を と ら え る 考え 


キャ ラ の 全身 や 腕 や 脚 な どの パー ツ の 長き を 、「 頭 の 縦 幅 の 長 さ 」 
方 を 「 頭 身 (と うし ん )」 と いい ます 。 


頭 身 に つい て 


8 頭 身 ) は 


頭 身 が 高い キャ ラ (7 頭 身 と か 、 
頭 が 小さ く 、 頭 身 が 低い キャ ラ (8 頭 身 と か 
3 頭 身 ) は 頭 が 大 きい で す 。 


代表 的 な チビ キャ ラ 


1 


身長 差 と 頭 身 子ども っ つっ ぽい キャ ラ に し た いと き は 頭 を 大 きめ に し て 頭 身 を 低く し 、 大 人 っ ぽい キャ ラ に し た 
いと き は 頭 を 小さ め に し て 頭 身 を 高く し ます 。 


NN 高生 くら い 
』 


) 


1 
ブリ) 


4 頭 身 6 頭 身 


頭 身 が 低い ( 頭 ・ 顔 が 大 きい ) と 子ども っ ぽい 印象 に な り 、 頭 身 を 高く する ( 頭 部 や 顔 が 小さ い ) と 、 
大 人 っ ぽい 印象 の キャ ラ に な り ま す 。 回 の 毛 の 量 で も 頭 の 大 き さ の 印象 が 変わ わり ます 。 こ こ で は 頭 の 
大 き さ を みな ほぼ 同じ に し て 、 カ ラダ の サイ ズ で 描き 分 け て いま す 。 


人 @ 作画 手順 の ポイ ント 大 づか み に 丸 を 描い て 、 明 、 胴 体 、 脚 部 の 「 長 さ 」 を と ら え て 描き ます 。 
5 ( ほん の ちょ 


っ と 頭 が 小 


| 1 . 丸 を 描き ます 。 さめ 


頭 を 小さ め に し ! 


に に 


/ 


(| た キャ ラ は 長身 | 
N に 見 えま す 。 


の . 足元 を 決め ます 。 
) 


式 ど の 辺 に 股 の 位置 を 
決め た らい い の か ? 
最初 は 、 カ ッ コ いい キャ ラ の 立 
ち 絵 な ど を 参考 に し ます 。 頭 の 
大 き さ を 丸 で と ら え 、 股 まで の 
長 さや 、 足 先 まで の 長 さ を 「 頭 
の 丸 」 が 何 コ 分 か 調べ まし ょ う 。 


第 ら 章 


キャ ラ 肖 を 意識 し た 
作画 の コツ 


骨 と 関節 カラ ダ の 表 に 出る 骨 の 線 を と ら え る 作画 


コン トラ スト で 和 柔らか い 肌 ・ 肉 感 が 引き 立ち 
ます 。 作画 の 上 で も 骨 は 文字 通り 「 骨 格 ] で す 。 
胴体 は 鎖骨 と 肩 甲骨 、 手 足 は ヒジ や ヒザ な ど 
の 関節 部 の 骨 表 現 を 意識 し まし ょ う 。 


全身 の 作画 の 骨 表 現 身体 の 表面 に 洋 き 出し た 骨 の 「 固 い 線 」 と の 


人 @ 正面 側 (通常 アン グル ) 


{ り | 
| 」 / | 
〆 N / |/ | キャ ラ 仙 
作画 手順 上 の アタ 内 づけ 最初 か ら シル エッ ト で 措 。 / ア ー ( 痛 朋 、 ろ っ 骨 や 
リ 。「 骨 組み 」 で す 。 く 場合 で も 、 剛 を 拭 。 、 WW ルプ | 細部 は 簡易 表現 さ 
し て 描き ます 。 リク ” 。 れ て いま す ) 
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| 居 背中 側 の 骨 表 現 は 背骨 、 肩 四角 、 ヒ ジ が ポイ ント で す 。 手首 や ヒザ 
@ 背面 側 (や や フカ ン ) の 裏 、 足 首 な ど は 継ぎ 目 っ ぽい 線 な ど で の 簡易 表現 が 主体 で す 。 


肩 甲骨 。 ろ っ 骨 
の 上 に か ぶさ る 
よう に の っ て い 
ます 。 


パン ツ は 必要 が な く て も 


| | 狂い て お く と 、 体 の 昌 面 

M を 大 づか み に と ら え る の ン 

Mk TRG お あめ ) キャ ラ 骨 ( 手 や 

NN | ろ っ 骨 、 有 の 一 

部 な ど は 衝 
大 ラフ 。 フカ ン は イメ ー ジ ラフ 。 大 ラフ か ら 形 を え て 
主体 に 描 さ ます 。 全 倫 の 形  ” シル エッ ト を 整え ます 。 ヒ ジ 、 N 
い 


を 大 づか み に 描 いて 、 立 体 手首 、 ヒ ザ 、 足 首 の 関節 も 簡 
や 関節 を と ら え ます 。 単に 描き 込み ます 。 2 


上 半身 の 作画 を めぐ る 骨 表 現 の ポイ ント 鎖骨 、 あ ご 、 肩 、 ヒ ジ 、 手 


彰 ま わり ・ 肩 ・ 腕 が テー マ に な る ボー ズ の 作画 を 通じ て 、 
関節 や 骨格 を 意識 し た 作画 を 見 て いき まし ょ う 。 


@ バス トシ ョ ッ ト ( 首 ま わり ・ 鎖 骨 ) 


鎖骨 は 両 肩 に つなが る の で 、 
肩 を と ら える 目安 と し て も 


フカ ン の 場合 、 鎖 骨 
は ゆる や か な 曲線 で 
肩 に 向かう ライ ン に 
な り ま す 。 


_ 肩 を 少し 上 げた ポー ズ を フカ ン 気 味 に と ら え た 作画 。 


アウ トラ イン は ゆる や か 


6 下 あ ご の 骨 は 底面 が 開い て いま す 。 空洞 な 


の で 肉 が 牧 う と 意外 と ぶ に 応 に で す 。 
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@ 肩 、 腕 の 動き を めぐ る 作画 


WU 』 ググ 争 角 の ライ ン は アン グル と 腕 の 
動き で 変わ り ま す 。 
記 委 は 肩 角 か ら 


の 骨 と 鎖骨 の 下 に は 
まっ て いま す 。 


丸 ぬ ゆう 


ヒジ は 骨 と 呈 ま わ 
り の 「 腫 ] で 表情 
が 変わ り 、 曲 げた 
と き の ア ウト ライ 
ン に は 丸 タイ プ と 
カド タイ ブ が あり 
ます 。 
記 甲 骨 


( 斉 中 側 ) 


肩 申 妃 を くっ きり 描く と 、 背 中 の 
印象 が よっ きり し ます 。 


ST-。 


人 


7 T 


言 結 や 肩 の シル エッ ト は キャ ラ の 存在 
計 や 印象 に 直結 する の で 、 肩 は 特別 な 
下 在 と いえ ます 。 肩 は 筋肉 (三角 筋 ) 
に 夏 わ れ て いま す が 、 作 画 途上 は 「 骨 」 
の 意識 で と ら え 、 仕 上 げ 段 階 で し な や 
ぢ な アウ トラ イン を 心がけ ます 。 


手首 の 関節 は 、 骨 の 丸み な が アウ ト 
ライ ン に 現れ ます (小指 側 )。 


に 4 
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抽 ま わり の 作画 


し 首 と 胴体 の つなが り 
@ 絆 め 


ZS 
い ン ~ 後頭 部 に つなが 
ュー イ 7 り ま す 。 


ァ デ ュー 


し で ャ 


1 


プ ド 7 


` 首 の 骨 は 中 央 
より 後ろ 側 に 
つき ます 。 


@ 後ろ 


首 に 隠れ て 見 えな いあ ーーーー ア ツナ 
ご の 位置 の 意 護 を 持っ 


て 頭 を 描き まし よう 。 


頭 、 首 、 胴 の つなが り と 作画 を 見 て み ま し ょ う 。 


頭 部 と 首 は 頭 が い 骨 と 背骨 、 弟 か ら 胴 体 は 背 骨 と ろ っ 骨 (胸郭 ) 
で つなが っ て いま す 。 


」 ノン ろ っ 骨 が 背骨 に 
レン つい いま す 。 


鎖骨 は 骨 が 浮き 
出し た 「 上 ふく ら 
み 」 の 表現 で す 。 E 


/ 
\ 
ノ 
)(⑪ 
WT 
/ 横向 き の 場合 は 、 首 を 
まっ すぐ に する と 違 和 
感 が 出 ます 。 
人 @ 約 め 後ろ = 
| | 
| ィ T / NN 
自 基 ) 
| IM / 
実際 に は な い 1 
首 の つけ 根 表 () 用 
現 。 作 画 上 は 
有効 で す 。 っ ー 


首 は まっ すぐ 気味 に 描く と 、 姿 勢 が よく 、 
\ 正面 を 向い て いる 感じ に な り ま す 。 


真 上 か ら 見 た 場合 


@⑯ 上 面 模式 図 


背中 側 。 首 の つけ根 音 


| 後頭 部 は 背中 より 
: | 少し 後ろ に 張り 出 
し て いま す 。 


( 作画 で と ら え る 頭 ・ 首 ・ 胴 の つなが り ) 
ピー = 


頭 部 と の つけ 根 は 
ト い k だ 円 で と ら え ます 。 人 N、 の さや 長 さ を 調 
M 、 節 し まし ょ う 。 


頭 と あご 下 の 
境界 線 は 省略 
し ます 。 ンジ シー 


アデ 
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但 フカ ン 。 ア タリ は 有 体 の 腰 ぐ らい まで 大 づか み に 描 いて 、 頭 部 と 肩幅 の 


バラ ンス を 確認 し な が ら 作 国 し ます 。 
前 面 側 
ーー ーー 争 骨 を 目安 に し 
| た アタ リ 線 で シン ーー 
ーー | 首 の 線 を し な や 
ーー 6 か な 感じ に 修正 
ノ し ます 。 
W/ 
ノー 細い 首 の キャ ラ 
誠に の 場合 の 線 
一 
イメ ー ジ を 大 づか み に 描き 、 ン 
アタ リ に し ます 。 | 
* 首 の 線 の 位置 自然 な 感じ に 修正 。 
乳房 の ゅ くらみ | 
は じ め の 位置 
と ら え る 線 髪の毛 と 目鼻 を 入れ た 
ら 、 首 が 細く て も 遺 和 
こ 感 を 覚え な いこ と も あ 
中 線 り ま す 。 
背面 側 
後頭 部 の 中 心 
を と ら え る 線 


胴体 を 上 か ら 
だ 円 状 に と ら 
えま す 。 


僧 帆 筋 の 線 は 
首 よ り 内 側 に 
描き 込み ます 。 


ざっ と イメ ー ジ ラフ を 描い て 、 
雰 囲 穫 を つか ん で か ら 描 き は じ 
め る こと も あり ます 。 


し 首 も と の 形 を 作る 僧 帽 筋 J 首 も と か ら 肩 まわ り の な だ ら か な 曲線 を つく っ て いる の は 僧 幅 筋 で す 。 


いい / 


/ 
首 を 延長 し た 線 


図形 で と ら え て みる 
頭 部 … だ 円 状 の 球 


「… 
首 … 特 


和博 
に リト 肩 - 丸 ( 球 ) 


/ 僧 直 筋 部 分 


小さ な 三角 形 
状 で す 。 


「 僧 幅 筋 が な い ] デザ イン の 場合 。 


少し 肩 を すく め た 場合 。 倍 帽 筋 の 面積 、 大 き さ は 
デザ イン や 設定 に よっ て いろ いろ で す 。 


人 @ 通常 アン グル と し て 描か れる 2 タイ プ 


グ や や フカ ン 気 味 


僧 帽 筋 は 大 きく 見 え 
ます 。 鎖骨 の ライ ン 
を くっ きり 描き ます 。 


「 通 常 の アン グル 」 で 描か れる キャ ラ に は 、 や や フカ ン 気 味 と や や アオ リ 
気味 の 6 タイ ブ が あり ます 。 同じ 姿勢 、 同 じ キ ャ ラ で も 、 鎖 骨 と 僧 幅 筋 
の 見 え 方 (描き 方 ) が 変わ り ま す 。 


較 / 前 
/^ | や や アオ リ 気 


僧 幅 筋 も 鎖骨 も あま り 
目立た せま せん 。 
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首 に で きる 線 や 鎮 骨 の 表現 、 動 き に 伴う 鎖骨 の 表情 を 
見 て み ま し ょ う 。 


胸骨 上 端 、 鎖 
骨 の つけ 根 


鎖骨 は 太 さ や わん 曲 の し か た が さま ざま な の で 、 
浮き 出す 線 も アン グル や キャ ラ に よっ て いろ い 
ろ で す 。「 胸 骨 の 上 端 か ら 肩 に つなが っ て いる 」 
と いう こと を 意識 し て 描き 込み まし ょ う 。 


人 @ 首 の 筋肉 首 の 肪 (首筋 の 線 ) の 正体 は 筋肉 で す 。 


mmo っ pm 
ーー 


で MW 
に 1 


、 胸骨 ! 


[ 瑞 の 後ろ か ら 出 「 耳 の つけ 根 より 
て いる 」 こと を も 後ろ で す 。 
意 職 し て 描き ま 

2 ZED 


ーー 鎖骨 の 中 央 部 に 一 一 と 


ーー ヽ つなが り ま す 。 
/ 針 骨 の つけ 根 | ング 


人 @ 鎖骨 表現 


争 骨 の 端 を 
ちょ っ と 描く 
場合 


鎖骨 を くぼみ と 
し て 描く 場合 


錦 骨 を 描か な い 
場合 


首筋 表現 を し な い ( 省 臨 する ) 場合 顔 の 向き を 変え る と 、 首筋 が 浮き 出し ます 
(省略 され る こと も あり ます )。 
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( 肩 の 動き に 伴う 鎖骨 表現 ) 
@ 正 面 。 、 ブ 


ーー グ 


T ! 


首筋 ナシ 、 鎖 骨 は 控え め 表 現 で す 。 見 えな い 鎖骨 部 分 。 正 面 か ら は 直線 的 に と ら 
り えて いま す が 、 実際 は わん 曲 し て いま す 。 


。 僧 帆 筋 の ライ ン は 
その まま で す 。 


急 骨 の わん 曲 し 
ュ グ た ライ ン が 浮き 
| | 出し ます 。 
両 腕 を 上 げた 場合 4 
首 朋 の 線 は 頭 部 の 動き ( う ※ 鎖 骨 が 曲がる の で は な く 、 も と も と こう いう 形 だ 
つ お き や 横 向き な ど ) に っ た も の が は っ きり 表 に 現れ ます 。 
よっ て 現れ ます 。 


ー 

1 ンプ 

普通 に 両 腕 を 下ろ し て いる と き 両 腕 を 上 げた 場合 細い 線 を 描き 添え る こと で 、 浮 き 出 し た 鎖骨 の 太 さ や 立体 
感 が 表れ ます 。 骨太 感 や た くま し い 印 象 に な り ます 。 
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| 頭 部 と 首 肩 まわ り の 骨格 肩 へ の つなが り の 構造 を 見 て 
(し. 通 営 ア ング ル ・ 少 し 上 向き 気味 ) 


下 あご 。 
頭 部 の み 軽 い ア オリ 。 見 えま す 
少し あご の 下 が 見 え 


る アン グル で す 。 


@ 参考 ・ ウ エス トシ ョ ッ ト 


を で 
い &As\ 


※ 首 か ら 下 は 通常 の アン グル で 描い て いま す 。 
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ア ォ リ  ) 


首 の 骨 と 頭 が 


= ー ) 『 + W、「 
< い 骨 の つけ 根 。 
鎖骨 が アウ トラ 了 
イン を つく っ て ン ン シン ク 
いま す 。 ン / 


( ろ っ 骨 、 肩 の つけ 
根 、 肩 四 骨 ) を 透視 
し た 場合 。 


首 の 胃 と 頭 が い 
骨 の つけ 根 は 見 


乳房 が 大 きい 場合 、 肩 が 
見 えな く な り ます 。 腕 の 
作画 の た め に 、 記 関節 の 
、 目安 を 丸 で 描 ミ 込み ます 。 
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@ 正面 向き で 乳房 が あめ まり 大 きく な い 場合 
+ 


ノン 胴体 上 部 の りん " 
ー ノ かく を つく る 線 《 


ビビ 


て)) 
ん た て 


乳房 が 大 きい 場合 、 カ ラダ の 上 面 は 


5 ンー 
、 


鎖骨 の 一 部 し か 見 えま せん 。 鎖骨 が 肌 体 上 部 の りん か く を つく り ま す 。 
代 アオ リ 仙 め 下 か ら 
キャ ラ 骨 遂 視 図 ど 
キャ ラ 骨  。 〆/ 
( 腕 を 省略 ) 1 肩 まわ り は 筋肉 、 


/ に 覆 わ れ 、 あ 

ンコ も 隠れ ます 。 

仁 - 

下 あ ご トブ 、 Momcma 三 
e 骨 の 接続 部 


『 ) の アタ リ を 入 
7/ れ て 、 立 体 に 
泊 と ら え て 描き 
罰 ます 。 
/ 交 
人 
首 と 頭 部 の つ / N 
な が り は 曲線 の 
で と ら え まし ン / 導 W 
よう > / 


(が 7 9 / 人 か | 
N 肩 ・ 腕 の 骨 の 接続 4 テーー 条 に 1 電 


首 の つけ 根 や 
胴体 に だ 円 状 


( ろ っ 骨 を 省略 し た も の ) 


キャ ラ 骨 


ラ 骨 透視 


キ 
圭 
((( と っ 
S 
Ni 
ト 
記 つつ 
寺 | 析 
トト 


@ 横 誤 ! 


肩 中 骨 か ら 出 て いる 骨 


き 


加 【 
全 
| 
層 
トコ 】 
若 
@ 


人 @ 斜め 向 


頭 部 の 傾き と 首 ま わり 、 肩 まで の 表現 で 、 キ ャ ラ に 動き を 与え 、 
表情 も 豊か に する こと が で きま す 。 


正面 向き で 、 少 し 
だ け 首 を か し げ る 


少し 上 向き 


ーー<・ 


正面 向き + 少 し うつ お き 
少し 記 を 上 げ る 


八 め 向 き + あど を 
上 げ る + 傾き 


ーー 
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[ あご の 下 を 描こ う ] アオリ の 作画 で す 。 頭 部 と 彰 の つなが り を と ら え る 作 
面 を 見 て み ま し ょ う 。 
@ 横顔 


〆 デ 


ぜ 


アタ リ 。 あ ご の 下 を と ら え ます 。 


骨 で は あご の 下 は 空洞 で す 。 


リア ル う タイ プ や 


5 に 目 の アタ リ 線 は 、 曲 線 の 向き で 
鼻 、 口 まわ り の 起伏 を キャ ラ ふ う ア ウト ライ ン フカ ン と アオ リ を と ら え ます 。 
表現 する タイ ブ で す 。 (起伏 が 少な い ) の 場合 

目 の 位 置 で 頭 部 の 傾き や 
角度 を 表現 し ます 。 

人 @ 州 め 向き 


タイ プ 


ほぼ 完成 状態 。 


耳 の 位置 に つい て 

、 ! 本 は あご の つけ 根 に 直結 
^ ガ し て いま す 。 あ ご の つけ 
根 の 線 を くつ きり 入れ る 
こと で 、 立 体感 が 生ま れ 
ます 。 


あご の つけ 
根 の 線 


人 @ 対 め 向き (向け に 記 る ) 


/ 目 を デフ ォ ル メ タイ プ の 
) 人 ′ まま 描く 場合 。 こ れ で も 


あご の 下 に タッ チ を 入れ る こと で 、 
頭 部 の 立体 感 と 重 さ が 出 ます 。 


と 鎖骨 の 距離 に 注意 し て 作画 を 進め ます 。 


人 @ 真下 か ら 見 た 


マーーー- こっ ちか ら と ら 
えて いま す 。 


! ルク SN 
/ | / 色 
」) CN 紗 還 


\ 
ヽ の NN | デフ ォ ル メ バ ー ジ ョ 


に ン 。 好み で 、 こ れ も | 
ーー ラフ 。 胴体 に 隠れ る 頭 部 と 首 の つけ 根 を Dads、 RU も 計 
あど の 下 に タッ チ を 入れ な い 場合 。 と ら えま す 。 _ー _ 
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腕 と 手 の 作画 肩 ・ 腕 ・ 手 の 模造 と 作 両 を 見 て み ま し ょ う 。 
腕 の ライ ン の 特 微 | の ひら の 向き で 、 狗 の ライ ン は 変わ り ま す 。 


人 @ 腕 の 長 さ 人 @ 腕 の ライ ン の 変化 
電 手のひら を 見 せ て いる 場合 人 手の甲 側 を 見 せ て いる 場合 


( 手 を 内 側 に 回 す ) 


ミ 手首 を 返す と 
: 外側 が 直線 的 
に な り ま す 。 


上 ふくらみ 


TT T ー | リル 


MM _ IL / 
い / 


腕 の 長 さ は 、 お お よそ 頭 の 縦 幅 ら つ 
分 くら いで す 。 


三角 筋 
- 三 角 筋 の ュー 三角 筋 の 先 
先端 部 端 部 が 少し 
内 側 に な り 
ます 。 


外側 に ある 筋肉 
が 内 側 に 来 ます 。 


後ろ に ある 骨 が 、 手首 
を 返す と 手前 に 来 ます 。 


4 ら 


腕 の ポー ズ を 通じ て 、 胸 と 股 体 の つなが り を 見 て み ま し ょ う 。 
腕 の つき 方 脆 の 見 え 方 や 肩 まわ りな どの 変化 と 表現 に 注目 で す 。 
テ = ジコ 
し 腕 の つけ 根 1 腕 を 横 に 上 げた 場合 ) ※ 乳 房 か ら 脇 まわ り に つなが る 線 を 、 本 書 で は 
真 面 向き の 場合 [ 脇 ぎわ 線 」 と いい ます 。 


o 


、 4 


も 


ッ ーーー ーーーーーー- 


N 


W 
ドン 電 / 乳房 と つなが き キン ヽ 、 肥 


両 腕 を 下ろ し て いる 状態 片腕 を 横 に 、 肩 の 高 さ まで 上 げ る 店 ぎわ 線 が 伸び ます 。 


主 
に 


! ライ ン が 伸び ます 。 


7 

剛 上 体 が ほ まん の 少し ひね られ 
ai 脇 ぎ わ 線 る こと で 背中 の ライ ン が 見 

1 え 、 胴 体 の 厚み が 現れ ます 。 


| ほん の 少し 上 体 が 
ひね られ た 場合 


ここ 


*- 
腕 の ライ ン は 
曲線 で す 。 


、 ほん の 少し ひね っ て いま す 。 無意識 
の 動き で す 。 真正 面 より 自然 に 見 え 
ます 。 


手のひら を 下 に 向け て 伸ばし た 場合 
ヒジ の 部 分 で 段差 が 生まれ ます 。 
ヤーーーーーーーーー 一 
ーー に 
大 
ンプ 
脇 ぎわ 線 の 長 さ や 現れ 方 に は 個人 差 が あ 
N り ま す 。 描 き 手 に よっ て も 表現 の 差 が あ 


り ま す が 、 脇 ぎわ 線 の 奥 に 腕 の ライ ン が 


入る 原理 は 変わ り ま せん 。 脆 の 下部 分 
手のひら を 上 に 向け た 場合 
脇 ざ わ 線 は 腕 
途切れ の な い ゆ る や か な 曲 了 に な り ま す 。 時 押 は 
ee び ま す 。 
CR FN 

と ーー ニーーー で 
N ~ 腕 の 内 側 ( 盟 
。 NN の 下 ) の く ぼ 
み が 現れ ます 。 
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(し. 腕 の つけ 根 2 腕 を 上 げ る 場合 ) 
@ 脱 を 上 げ る *、 


|/ 
全角 か 5 肩 へ 
- 7 の つなが り を 
! | とらえ ます 。 
ノノ 
クウ / 
用 ーー / + 
\ ナー / 
「!」 / 
アタ リ 。 胴体 の 厚み や 中 心 線 (アタ リ 。 作画 で は 、 通 常 
肩 位置 を 描き ます 。 作画 の 目安 で す ) は 腕 に 隠れ る 肌 
体 を と ら えて お 
きま す 。 
/ 三角 形状 に く ほ み 
が で きま す 。 


し な や か な ライ ン で す 。 


胴体 と 腕 を つなぐ 背中 側 の 


ライ ン が 伸び ます 。 腕 の つけ 根 まわ り の 線 


を 描き まし ょ う 。 


~ 脇 ぎわ 線 は 省略 し ます 。 


腕 を 下ろ し た も の と 重ね た も の 
へ 7 コー 
ゝ 間際 。 に 
ん - リー ヽ | 「 生 ) 
脇の下 に カゲ を 入れ ノ イプ 用 】 
る 場合 腕 と 肌 の 存 ピ / 2 デル 
) 在 感 が 生ま れ ま す 。 / し 
gs / 
カゲ の 境界 線 は 、 7 / 
腕 の 丸み を 意 蔵 し / メ 
/ グ た 曲線 で す 。 ぃ ノ 
4 腕 の つけ 根 まわ りや 肩 の 位置 の 変化 を 見 て か み ま しょう 。 


人 @ 肩 ま わり と 脇の下 ( 腕 の つけ 根 ) の 作画 を 見 て みよ う 


8 記 \ ` 


の アウ トラ イン が 変 
わり ます 。 


脇の下 を アピ ー ル 
する ポ ボーズ 


ーー ーー 一 


NN 
アオ リ で 見 た リン / 


腕 の つけ 根 ン 多 / 6 ー 


デア / 
ーー 腕 の 丸み ( 簡 状 ) を 


三角 筋 の 下 に 、 腕 が 


/ も ぐり 込ん で いる イ 
い / 反映 し た 曲線 で す 。 PS 
、 / 腕 を 後ろ に 引い wi、 
rk て いま す 。 首 ま 1 N 
ーー N レグ ゎ ち p の < ほ ぁ みか が 玉 朋 
と いと Pa ダグ” / 気 | で きま す ( 右 の が 』 
NE 『 1 キャ ラ 骨 参照 )。 れ 
レア グーー この 部 分 で す 。 "ドーー マ ン 2 
mi 害 骨 
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人 @ 脇 見 せ ポ ー ズ 


腕 の 角度 に よっ て 、 肩 まわ 
り の ライ ン が 変わ り ま す 。 


し 腕 の つけ 根 3 背中 側 ) 
@ 脇 の 部 分 を と ら える 
の 


背中 側 の 腕 を 描く と き 、 腕 の つけ 根 
部 分 ( 脇 ) の 位置 は 、 頭 部 の アタ リ 
( 頭 の 大 き さ や あご の 位置 ) を 目安 
に と ら え ます 。 


※ 肩 幅 を は じ め 、 の ど 、 肩 、 脇 の 距離 の 比率 も 個 
人 差 が あり ます 。 好み の バラ ンス で 描き まし ょ ぅ 。 


腕 を 下ろ し た と き の 脇 表現 は ら タイ プ 


時 た N 


ゃ / 1 
* 『 
外 に 向け て の シワ を スト レー ト タ イ プ 
入れ る タイ ブ 
腕 を 横 に 上 げ る と 、 肩 まわ り の 
シル エッ ト が 変わ り ます 。 
@@ 片腕 を 上 げた 場合 の 肩 ま わり 


用 ! 
ー 償 直 筋 。 背中 側 は 大 
\ きく 広がっ て いま す 。 
く ほ み が ピ 1 
で きま す 。 / き 
プ 1 
。 1 7 ! 
肩 甲 朋 の 線 の 角 に ヒジ が 上 が る に つれ て 、 肩 。 普通 に 手 を 下ろ し て いる 
度 が 変わ り ます 。 | M 甲骨 の 角度 が 変わ り ま す 。 ” と き の 肩 甲 租 の ライ ン 
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人 @ 両 腕 を 上 げ る 


頭 を 傾け な い 限 り 、 
肩 は 頭 に くっ つき 
/ ませ ん (多少 無理 
[ を する 必要 が あり 2 

ます )。 6 


両 肩 を 上 げ て も 、 首 と 
* 肩 の 間 に は 距離 が あり 
ます 。 


人 @ 後ろ で 自然 に 手 を 組 お とき の 肩 まわ り 
ア 


の ど と 肩 を 目安 に 、 脇 の 位置 を と り ま す 。 


※ 肩 忠則 の サイ ズ や 位置 に は 、 か な り 
個人 差 が あり ます 。 肉 づき に よっ て も 、 
肩 申 骨 が 目立つ タイ ブ と 目立た な い タ 


イブ が あり ます 。 
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腕 の 関節 部 、 ヒ ジ は 骨 と 腔 (けん ) で 構成 きれ て いま す 。 特 に 腕 を 
曲げ た と き は 骨 の 重き を 意識 し ます 。 い ろ い ろ な ポー ズ の ヒジ の 表 
現 を 見 て み ま し ょ う 。 


ゆる い カド 型 
(ほぼ 丸 形 ) 


富士 山 型 、 カ ド 型 と も 
に 、 骨 の へ り 部 分 を 丸 


\ ノ / を 意識 し た 曲線 で 表現 


ヒジ の 内 側 。 く 
ぼ み を 山 型 の カ 
ゲ で 表現 。、 


リリ と が り 型 
骨 の 一 部 が ツノ 状 
に アウ トラ イン に 


現れ る タイ ブ で す 。 
) 【 
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( ヒジ 関節 と ヒジ の 表現 ) 


人 後ろ に 突き 出し た ヒジ 
W | 


ゆる い カ ド 型 
(ほぼ 丸 形 ) 


少し タッ チ を 入れ て 
ゆる い カ ド 型 硬 さ を 表現 し ます 。 
(ほぼ 丸 形 ) 
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@@ 手首 の 返し と ヒジ の 表情 
顔 の 前 に 手 


手のひら を 内 側 に 向け る 手のひら を 外側 に 向け る 
と が り 型 
骨 の カド 。 骨 カゲ の 線 を 入れ ます 。 骨 の カド で す が 、 胃 カゲ の 


線 は 入れ ませ ん 。 


手のひら を 外側 に 向け る 


ビジ の 内 側 の ヒジ は 向こう 便 ヒジ の 部 分 に くぼみ 
く ほ み で 見 えま せん 。 の シワ が で きま す 。 
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@ 腕 を 上 げた と き の ヒ ジ 


ヒジ か ら 先 の ライ ン は 手 の 状態 
(向き ) に よっ て 変わ る の で 、 


カド 型 (アッ プ に する と 頭 に 隠れ て 見 えな い 手 で も ざっ 
き は 、 微 妙 に 富士 山 型 を と 描い て 作画 を 進め る 必要 が あ 
意識 し ます )。 り ま す 。 


と が っ た 部 分 
が 正面 を 向き 


5 Y ます 。 


ゆる い カ ド 型 
(ほぼ 丸 型 ) 
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手 の 作画 


いろ ん な 場所 を 触っ て みる 作画 で 、 手 の サイ ズ と 形 を 練 
習 し て みる と よい で す 。 場所 に よっ て 少し 大 きめ 、 小 さ 
め な ど 、 目 的 (テー マ ) に 応じ て 描き 分 け ま し ょ う 。 
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上 顔 の 大 き さ を 主体 に 手 の 大 き さ を 決め て 描き まし ょ う 。 


指 の つけ 根部 分 
を つない だ 線 は 
曲線 状 で す 。 


指 部 分 と 手のひら 部 分 の 
長 さ が 同じ パラ ンス で す 。 
これ を 基準 に 、 指 の 長 さ 
や 太 さ を 変え まし よう 。 


手の甲 側 の 方 が 指 
部 分 が 長い で す 。 


※ 指 の 第 1 一 第 関節 は 、 下 か ら 逆 に 呼ぶ (指先 に 近い 方 を 第 3 関節 と する ) 場合 も わり ます 。 


手 の ポ ー ズ の 作画 
テー 
両手 を 差し 出す 還 


浮き 出す 第 3 関節 は 
指 の 中 心 の 延長 上 に 
小さ く 入 れ ま す 。 


7 / 対 


メリ 『 チア 
/ / ] 

指 を ピン と し て 1 /| 

いる と 、 つ け 根 \ | 


の シワ は 少な め も 
に 


和 
指 の つけ 根 の 線 を 曲線 的 ーー 
に 入れ る こと で 、 ゆ る や 9 
で 直線 的 で す 。 か に 差し 出さ れ て いる 手 ト 
が 表現 され ます 。 


手 の 腹 部 分 は 、 腰 の 
曲面 に 治っ た 曲線 に 


= 4 
も 人 差し 指 の 曲がり 
3 で 、 腕 に 添え た 手 


の 感じ を 出し ます 。 


受 に 添え て いる の で 、 腕 
の 曲面 に は 沿わ せ ず 、 自 
然 な 曲線 で 描き ます 。 


56 


の 画 ヒザ と 足首 の 「 骨 の 硬 き ] と 、 大 も も や ふく ら は ぎの 「 肉 の 柔らか さ 」 
国 | が さま ざま な 肢 の 表情 を 生み 出し ます 。 立 ち ポ ー ズ や 座る ボーズ を 
通じ て 、 肢 部 の 作画 を 学び まし ょ う 。 


脚 線 の 特徴 正面 、 横 、 余 めで 変わ る 脚 線 を 見 て み ま し ょ う 。 
) | AN | 


1 \ ヽ 
正面 向き | - 
/ | / 
イ 太もも | と 
1 正面 か ら と ら え た 太もも の _- 
太 さ は 同じ で す が 、 脚 の 開 6 に e 
! き 方 、 ヒ ザ か ら 下 の ポー ズ 1 
\ に 応じ て 内 太もも の ライ ン 軸 5 て 
\ が 変わ り ます 。 1 \ 
\ | 訂 の 点 く ら は ぎの 
| \ 盛り 上 が り 
v 1 ヒザ 
、 
\ 


Nas ら は ぎ 


\ | 電 
も 3% どー ハ 
| 制 め 向き 


1 


! 


ee 1 太もも の 太 さ が 変 


\ [ | わり ます 。 
| N \ | 
足首 1 / \ 1 
【 い \ ヒザ は 関節 の へ り 部 分 の ラ 
M ヽ \、 イン を 強調 し ます 。 力 が 入 


1 | 
! 、、 っ て いる 感じ が 出 ます 。 
/ | し し | AINT 
さい 1 1 1 
を グ SW ) い \ 
ZZ の 出 
NB {も 
骨 ポ イン ト … ヒ ザ と 邊 首 PD 間 | 
大 肉 ポ イン ト … 太 も も と ぬく ら は ぎ | トー 
| / ` 右 で 変わ り ます 。 
1 
( 員 1 \ 
いな ] ! 
Mx) NN | 
い + ) 【 / 


骨 は ヒザ と 足首 の 関節 を と ら え る た め に 必要 で す 。 脚 部 の 筋 。 除 … ア ウト ライ ン や 
肉 は 、 骨 を 包ん で 人 筒 状 の 「 立 体 」 を 構成 し て いま す 。 表現 に 関わ る 骨 


キャ ラ 和 骨 透 視 図 
前 画 仙 面 
ム か 4 
| で プ A / 
| 人 k 衝 ) 
ーー 作 oN 


ヒザ と 足首 の 骨 は | 
表 友 に 近い と ころ || 
に あり ます 。 | 前 


簡易 筋肉 図 グレ ー の 部 分 は 、 横 か ら 見 た と き に アウ トラ イン に 関わ る 筋肉 で す 。 
ロ \ いい 


) スネ の 前 画 に は 


ほとん ど 有 筋肉 が 1 

あり ませ ん 。 衝 の 孝 
分 全体 が 
点 く ら は 
ぎ で す 。 

し コ 
ジー き 人 ン ビ 
ピー バー) 前 面 


背面 
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[ 脚 の 骨 と 肉感 の 表現 | 


@⑯ 大 きく ヒザ を 開い て 座る 


{ | 寺 詳 
RS 


この 還 で は 、 右 脚 が 左用 
り も 少し 大 きく 外側 に 開い 
て いま す 。 ーー 


2 


太もも に 圧迫 され 


て 大 きく ふく らん 
角形 シル エッ ト だ 曲線 で す 。 
作画 ポイ ント 
バン ツ の ラフ を 入 
れ て 、 下 腹部 や 脚 


の つけ 根 ま わり の 
イメ ー ジ を と ら え 
て 描き ます 。 


かこ クー へ eo っ け 
之 時 根 。 曲線 で 描 
CNw きま す 。 


座る ポー ズ を 主体 に 、 太 も も や ふく ら は ぎ ( 肉 )、 ヒ ザ ( 肖 ) 
な どの 表現 を 見 て み ま し ょ う 。 


症 : ニ く 注目 ポ イン ト > 
・ 脚 の つき か た 
・ 太 も も ・ ふ くら は ぎ ・ ヒ ザ の 表現 


ペン Me 


バン ツ を 失 く 場合 。 は 
き ロ ライ ン で 下 上 腹部 の 
曲 画 が は っ きり し ます 。 


左右 の 脚 の 開き は わずか に 違 
い が 出 ます 。 それだけ で 、 ふ 
くら は ぎの 現れ 方 や ヒザ の ア 
ウト ライ ン が 変わ り ます 。 


丸 形 の シル 
エッ ト 


お 恨 の アタ リ 


穫 謙 を 前 に 突き 出し た 場合 


〆TN 


力強く 張り 出し た 
曲線 で す 。 


ー ふくらはぎ の 見 える 部 分 が ea 1 
広く な り ます 。 ヒザ の 四 の 


角形 シル エッ ト で す が 、 直 角 に 
近く な り 、 高 さ が 生ま れ ま す 。 


太もも ライ ン 、 ヒ ザ の 
変化 の 比較 


ゆる や か な 曲線 
で す 。 


太もも バー ツ 


ーー ン ン スネ バー ツ と の つなが り を 意 


スネ バー ツ 識 し た ヒザ 表現 で 、 太 も も パ 
凍 ペ ー ジ の 開 脚 は フカ ン で と ら え た 下半身 、 脚 部 で す 。 ー ツ を は っ きり させ ます 。 
朗 を 前 に 突き出 す 場 合 、 ア オリ で と ら え た も の に な り ま す 。 


バン ツ ( 股 ま わり ) の 表現 


| 以 


/ \ 


/ ! / 
外 腹 斜 筋 の ふち 。 脚 の つけ 根 の 線 ソ ケ イ 部 ライ ン を その まま 残す 表現 ソ ケ イ 部 ライ ン を 人 省略 し 、 脚 の つけ 根 の 
ソ ケ イ 部 ライ ン 線 だ け に する 表現 
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ヒザ か ら 下 の 広げ 方 が 左右 で 違い ます 。 


M 
人 @ M 字 開 肢 ヒザ や スネ の 曲線 に 違い が 出 ます 。 
少し カド を 意 
識 し た 丸み 
ヒザ は 縦長 の だ 円 
ふう の 上 ふくらみ を 
表現 し ます 。  / 
スネ の ライ ン は 
直線 的 で す 。 
ほん の 少し 曲線 


的 で す 。 


右 脚 よ り 少し 外 に 
開い て いま す 。 SA 


と デ 


脚 遂 捉 図 。 パン ツ の 状態 \ ae トーーーーー Le 脚 の つけ 根 の 線 


だ 向い て いま す 。 


作画 ポイ ント 


アタ リ 。 全体 の シル エッ ト を と りな 肢 で 陳 れ る 肝 体 の 形 を 描い て 作画 脚 の つけ 根 の \ 
が ら 、 関 節分 を と ら え ます 。 し ます 。 イメ ー ジ お 万 部 分 
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@ ヒザ を 閉じ た 場合 


ヒザ は 丸い シ 
ル エ ッ ト に な 
り ま す 。 


/ 1 
WMA 0 上 体 が 少し 前 に か が む の で 、 
0 脚 の つけ 根 の 線 と 有 体 の 最 下 。 胴体 の 最 下部 
部 が 下がり ます 。 


2 た ! 
@ 下 し @⑨ いす @ 
そ 
7 まま 
( / Ll1 
( / ! / 衝 INI 
と N | 1 貫 メ 
/ ん // If 
/ た 放し パ 
/ 7 / 人 
N ーー / / 1 
ペー ンー SS ! 
隊 
| 人 科 ) 
_ も ーー の 介 ーー 
全体 の アタ リ 。 ポ ー ズ の イメ ー 叶 
ジ を 描き ます 。 胴体 部 分 の 形 を 描き ます 。 脚 部 を ざっ と 描き 込み ます 。 探 を 到 え て 完成 で す 。 
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5 ら 


( し ゃ が な ・ 立 て ヒザ ・ 正 座 ) も も 、 ふ <5 は ぎ 、 ヒザ 表現 に 注目 し まし ょ う 。 
人 @ し ゃ が お む ・ 斜 め 向き ! \ ! 
太もも の 曲線 が 強調 | 1 
/ | 補 、 され ます 。 am 
い 【。 8 A 仙 内 NN 


ヒザ の 皿 の 丸み 。 ご つい 
イメ ー ジ に な る の で 、 描 
か な いこ と も 多い で す 。 


『 
作画 中 桂 左右 の 脚 の つけ 
N 根 の 高 さ を と ら -、 
える アタ リ 


左右 の ヒザ 位置 を そろ え 


る た め の アタ リ 
@ し ゃ が お ・ 横 向き ア 
ナッ ウッ 履 / 、 が ”) 作 下 。 ヒザ の 位置 
く 導 ア ヒザ まで の 長 さ 、 、 で が 少し 短く 、 太 も も 
、N を と ら えて 描き て ] | 部 分 が 太め に な っ た の 


で 、 修 正 し ま す 。 


デ 笠 ] 
丸い シル エッ ト | 
失敗 例 。 ヒザ は 、 
に な り ます 。 真横 か ら の アン 
グル で は 丸く な 
か か と は ほぼ り ま す 。 N 
) お 尻 の 下 に な 
り ます 。 


『 


X 


人 @ 立て ヒザ 


ドラ 


太もも の アウ 


ヒザ の 中 
央 の 位置 ッ 
ンジ N 
スネ 部 分 は 丸く 
見 えま す . 
の 曲線 で す 。 
N 


SS 


点 く ら は ぎ お 尻 の 肉 


| / 
ふく NN / 
太もも 。 ふ くら み 表現 


! 
| 


寺 / 


ヒザ の アタ リ を カド 
の 丸い 長方形 状 に と 
っ て いま す 。 


ルン ッ の スン の 吉 で ーーー 
脚 の つけ 根 の 曲面 が 
は っ きり し ます 。 
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骨格 と 脚 線 ヒザ や スネ 、 太 も も な ど 、 脚 の 表現 を 見 て み ま し ょ う 。 


(ヒザ 表現 の いろ いろ ) 


妥 骨 (けい こつ ) 
「 お こう ず ね 」 と | 
も いわ れ ま す 。 | 


骨 (大 了 朋 ) の 一 部 を く び 。 骨 の 側面 を 描く 骨 の 下部 の ふち を 
れ 09 に 描く シン プル タイ ブ 。 タイ ブ 描く タイ ブ 


! | ! 
| \ 
! | 、 
\ 1 \ 
(。) 
ceaso Nu アデ ーー 
有 蔵 伯 は ほぼ 中 
、 央 に つき ます 。 
Ps アン ヽ 
g に 
\ 表 の 上 面 は ほ 
| ほ 平 5 で す 。 | | 
角 の 上 下 の ふ ちあ た り 骨 の 両 脇 を し っ かり 電 全体 を 四 由 状 に 
| | に つき ます 。 を 曲線 で 描く タイ プ 描く タイ プ と ら え る タイ ブ 
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( 両 ヒ ザ を 立て た くつ ろ ぎ ポー ズ ) 


ヒザ と 、 ス ネ の 骨 の 脇 に で きる 
くぼみ を 強調 し て いま す 。 


@ ヒザ まわ り と スネ 、 足 首 と 作画 手順 全体 の イメ ー ジ を 描き 、 胴 体 を 描い 
) 人 て か ら 脚 部 を 描き ます 。 


くぼん で いま す 。 


中 央 部 は 盛り 上 


が っ て いま す 。 
妥 骨 つて いま す . 
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( 片 ヒ が を 立て た くつ ろ ぎ ボーズ ) 
@ 左側 


妥 や 筋 内 が 骨 の まわ り を 覆 
2 っ て いる の で 、 骨 と アウ ト 
に 1 ライ ン の 間 に は すさ 問 が あ 
* り ま す 。 


大 懇 骨 は わん 曲 し て いま す が 、 
作画 で は 股関節 も 丸く て 、 ヒ ザ ま 
で も 直線 的 に 単純 化し て と ら え 、 
肉 づ け で 脚 線 を 整え ます 。 


※ 参考 太もも を 細く する 場合 の 線 


ぞ の の 


太もも (大 乳 骨 ) - ヒザ (ヒザ の 皿 ) - 0 


| ら S 


ヒザ を 開い た 正座 


作り 衝 


ヒザ まわ り の 線 は 、 骨 の 点 ち や ヒザ の 皿 な ど 
の 場所 を 意識 し て 描き 込み ます 。 


ヒザ か ら 下 を 曲げ た と き の キ ャ ラ 和 骨 構造 脚 の 立体 (曲面) と 
ヒザ 位置 の 目安 


太もも の 立体 を 
"で m と ら え る だ 円 


通常 の 立ち 状態 曲げ た 状態 横 か ら 見 た 場合 ヒザ の 関節 部 分 を と ら え る だ 円 


68 


斜め 向き で は 四 衣 っ ぽい 
シル エッ ト の カド を と る 
イメ ー ジ で と ら え ます 。 


カド を 丸く する イメ ー ジ で 描き ます 。 


真横 か ら と ら え た 骨 の 模式 較 
(一 一 ( 
0 の ー 
曲げ る em 


真横 か ら で は ヒザ は 丸い シル エッ ト で す 。 
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足首 と 足 の 作画 中 は 全身 の ポー ズ や 脚 線 の つなが り を 見 な が ら 描き まし ょ う 。 
ニニ ニー ニニ テニ < ニニ ニー ニー ニー ッ ニュ ーー ーー ニー ニー ニー= こ = 
足 は 側面 が 三角 形 の 積み 木 の イ メー ジ で 
走 の 特徴 と ら え まし ょ う 。 


1. つ ま 先 の シル エッ ト が 変わ る 


人 指し 指 を 頂点 に し た 山 型 で す 。 
[ 旨 ] | / っ nw 人 
選 > ( 0 / AN 
( ) \ が よ t 
1(。 )| い 
) 【 3 ( 指 の つけ / 
/ | 中 の 甲 、/ か か と | 想 は 曲折 |, 
了 で ぅ ) | っ 


目 の 前 に 立つ 人 の 脚 を 見 た 場合 自分 の 脚 を 見 下ろ し た 場合 足 の 杏 


ら . で 抽 と くる し の 人 置 が 変わ る | を 


3. . つ ま 先立ち で 背 の 高 さ が 変 わる 


後ろ か ら 見 た 場合 
* 「 且 ) (右足 ) 一 ー+、 
、 だ | 見 た 目 、 肌 が 1 | | 
長く な り ます 。 い ) 
J | ル 高く な る  / | 
』 ト ト / 1 
7 / 4 | 
レレ の | M 
右 脚 1 / 1 
土 踏 まず 側 グリ \ 1 
ペデ ) = に 0 
1 レー ie Ss ッ グ 
接地 部 分 床 に 接する 部 分 は 気持 
ち 割 れ 目 状 に 描き ます - 


※ バレ エ な ど で は 本 当 の つま 先 で 立ち ます が 、 通常 は この 部 分 で 立つ こと を つま 先立ち と いい ます 。 


全身 ポー ズ の 作 面 に 学ぶ 足 と 足首 | 人 足 の 作画 を 


ラフ デッサン 。 足首 
の 形 を 大 づか み に と 
つて 足 の ポー ズ の イ 
メー ジ を 描き ます 。 


立ち ポー ズ 


「 足 を パー ツ と し て と 
ら え 、 つ け 根 部 分 を 
カギ 状 に 描き ます 。 


参考 ・ フ ォ ル ム 
モデ ル 


足 の 指 を ラフ に 
描き ます 。 


1 1 |/ 
0 リ 

4 1【 4 j! 
ド 

ん た \ 『 1 ん ) 人 
1. ラ フ デ ッ サ ン 。 8. 顔 や 明 の 毛 、 細 部 
大 づか み に 全 体 の 。 を 描き 込み な が ら 、 

ポー ズ を 描き ます 。 アウ トラ イン を 整え 

ます 。 


少し か か と を 上 げ て 
いま す 。 脚 も 斜め に 
し て いる の で 、 普 通 
に まっ すぐ 立っ た 状 
態 と 違う こと を 意識 
し て くる ぷ ぶし の 懇 度 
や 位置 を 調整 し て 仕 
上 げ ま す 。 


足首 か ら 先 は 普通 に 正面 向き で す 。 


全身 の イメ ー ジ に 合わ せ て 、 足 全体 
の シル エッ ト を 描き ます 。 


、 指 を 大 づか み に 描き 込み ます 。 


足首 の 骨 は 内 側 
が 高い の で 、「 両 
脚 そ ろ え た と き が 1 / 
に 八 の 字 」 と 覚 / ) 9 

えま す 。 が / 22 み ソル ンー 


みみ ブ 多 / 指 を 描き 込み 、 く る ぶし の 線 を 入れ て 完成 で す 。 


フ 1 


プ ら 


(いろ いろ な アン グル で 描く 足 ) 


キメ 立ち (少し アオ リ 気 味 ) 
ッ ー 


歩く ( 
叶 よ り 後 ろ に 出す か か と (後ろ 姿 ) 
が 重要 で 


の 


足 を 大 きめ に 描く と “ 
安定 感 が 出 ます 。 


左右 の 足 が 同じ 大 
き さ に な る よう に 還 
気 を つけ ます 。 | ナ 


第 3 草 


肉感 が 女の子 キャ ラ の 


季 ら か さ の か が かなめ 
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肉感 と 曲線 女の子 の カラ ダ の 特徴 を と ら えて 描こ う 
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つく り 出 す 要 素 は 、 
1. 乳 房 と お 尻 

. 肩 の 丸み と 腰 の くびれ 

3. お な か の 起伏 と 股間 の 丸み 
曲線 で 肉感 を 与え まし ょ う 。 


肉感 と 丸み の 表現 し な や か な 女の子 の カラ ダ の 特徴 を 


トー お な か の 丸み ・ 直 人 


股間 部 の 丸み 


@ カラ ダ の 曲線 


ゆる や か な 
上 ふくらみ 


ゆる や か な 


" お 尻 の 割れ 目 を 意識 す 
る 線 。 見 えな い 部 分 も 
アタ リ 線 で 立体 感 を と 
ら え て 描き ます 。 


股 か ら カ ラダ の 真下 
側 を と ら える 線 


ボディ ライ ン の 柔らか な 肉感 を 生み 出す 曲線 と くびれ 


カラ ダ の 丸み を つく る 
ボディ ライ ン の 曲線 


科 い 目 の あ る バン ツ の 
場合 。 ゆる や か な 曲線 
で 曲面 を 表現 し ます 。 


/` 二 グ 


乳房 の 丸み を つく る 曲線 


ゆる い 曲線 。 


ae NO 


丸み を 帯び た 
曲線 
お な か の 起伏 を 意 護 し た 作画 
中 央 の 線 は 
へ こみ 表現 
で す 。 机 
N 
へ そ 。 服部 正 | mM ぐ 曲 画 
面部 の 「 く び 
れ ] に 相当 し 
ます 。 Y / 
Na、 | 
~ 外 肥 斜 筋 の 線 。 腹 部 の 丸 さ を 演 
出す る た め に 描き 入れ ます 。 


バン ツ の 食い 込み で 肌 の 柔 ら 
か さ を 表 現し ます 。 
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お っ ぱい の 作画 
し 代 委 的 な お っ ぱい 演出 


正面 か ら ス トレ ー 
ト に 魅せ る 乳房 
大 き な バ スト の ア 
ピー ル 
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代表 的 な サイ ズ や 形 の 描き 分 け 、 和 柔らか さ の 演出 表現 
な ど を 見 て み ま し ょ う 。 


形 や 大 き さ 、 動 き を 通じ て の アビ ー ル な ど 、 乳 房 の 魅力 は さま 
ざま な 演出 で 強調 され ます 。 ーー 


横向 き で グ )/ 
魅せ る 乳房 に 
た れ と ボリ ュー ム 感 


| 手 写 に ちょ っ と 1 1 

| こだわ る 乳首 / 

| 乳首 の 位置 を 側面 側 に 少し レク 
移動 させ て 描き ます 。 


乳房 の 変形 
鍵 に 押さ れ て 変形 
する お っ ぱい ( 乳 
衣 の 柔らか さ 表 現 ) 


サイ ズ と 形 
アン グル 的 に 左右 
非対称 に な る 豊か 
な 美 乳 の 表現 


アオ リ 見 せ 


と 


ゆみ 光 


大 きく 弾む 
(撮れ 表現 ) 


メ の 2 
/ バ 由 山 デ ヽ 
/ ノ ば ダグ 


計 計 等 語 き 款 お っ ぱい (乳房 ) の つき か た や 位置 、 形 、 サ イズ の 描き 
お っ ぱい の 特徴 分 け を 見 て み ま し ょ う 。 
( 作画 ポイ ント ・ 位 置 ・ 名 称 ) 


作画 上 の アタ リ ・ 補 助 線 乳房 の 上 部 ( つ 


左右 の 乳首 の 
位置 を と ら え 
る 線 


乳房 の 左右 の 大 き さ を 
そろ える 目安 


アタ リ 線 が ほぼ 
平行 に な る よう 
に 描き ます 。 


人 @ 基本 バラ ンス と 用 語 


ぎわ ) 


トッ プ バ スト ーーーー と 。 
ノ (所 性 の つき ンダ 


ー アバ スト トッ ゥ プ 
ノン 侯 首 の 中 


キャ ラ は 、 好 み (デザ イン ) 
に よっ て 乳房 の 位置 を も っ と 
上 に し た り 、 下げ た り し ます 。 
サイ ズ も お 好み や ニー ズ に 応 
じ て 変 えま す 。 


乳首 より 下 を 「 下 乳 (し た ちち )] 
と いう こと が あり ます 。 
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上 三 シル エッ ト は 大 きく 分 け て 8 タイ ブ で す 。 吊り 上 が る タイ プ は 
し お っ ぱい (乳房) の 形 ) 乳首 の 位置 が と り に くく 、 作 男 の 難 易 度 は 高い で す 。 


い 6 


乳首 は 脊 め 上 
向き に 描き ま 
す 。 


横向 き 


た れる タイ プ 


斜め 


乳首 は ほぼ 正 
面 を 向き ます 。 


乳首 は 乳房 の 中 央 で らい に 描き ます 。 乳首 は 乳房 中 央 より や や 上 に 描き ます 。 
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(お っ ぱい の 大 きき さと 位置 の 描き 分 け ) 
@ 基本 タイ プ と 巨乳 タイ プ 


ーー- 乳房 の つき 始 ) 
め 場所 。 ト ッ 


プ バ スト | | 


\ 参考 ・ リ アル ふう バラ ンス 。 あ ご 
MO 宣 且 、 か ら お っ ぱい まで の 距離 が 長く 見 


| 


1 えま す 。 | 
\ 1 プ ` ] 
基本 タイ ブ 乳房 の 位置 は 上 寄り ( ト 巨乳 タイ プ 左右 へ の 張り 出し が 大 
ッ プ バス ト の 位置 を 高め に 描き ます )。 きく な り 、 お っ ぱい か ら 上 懇 ま で の 距離 
が 短く な り ま す 。 
/ Ng 大!( に グ 
N N か 
W、 ぶ ンー mm 
基本 タイ ブ と き / ーー や 


呈 ル 
// ,」\ 


参考 ・ お っ ぱい が 目立た な い タ イプ | 
] 
信 小 沖 り タイ プ 。 お っ ぱい か ら 妥 まで の 距離 が 長く な り ます 。 
か て に N ( \ / ke うつ 愉 
記 0 M 9 U イイ | ー ) ! 
ュー N デ / I ーー テン な で Pk 『 /Z 1 
| ( の | 1 ヽ ! 0) ! | ) 1 | \ 1 
・ | ) 層 ( / 1 | 、 に I 
| 1 イ 
ETAPT れ の れ TA 
/ い 1 ( ] N \ 
N に | 


人 乳房 の 小 中 大 ・ シル エッ ト の 違い 
〆 つい ぎ リプ く 『 xx 


小 り タイ プ に 小ぶり と 巨乳 の 


(/ Q 
/ ! い 


構 | / ) |/ 
つう s \ | / 


前 か が み ポ ー ズ を 正面 か ら 描く 場合 


いい 


| | 」 | 1 | マ 
中 | / ! / 
小 り タイ ブ 中 タイ ブ - 巨乳 タイ プ 
… ゆ る や か な 山 状 表現 4 人 し … 自 然 な 丸 う 表現 SN … 垂 れ 下 が り の 表現 
線 0 レタ か 
7/ | 
/ / 
ひ ょ い っ と 顔 を 出す … カ ラダ を 斜め に 傾け た アピ ー ル ポー ズ 
、 小 ぶり タイ ブ 中 タイ プ 、 巨 拓 タイ ブ 
| "ふゆ よ ん スペ 3 リー ws 認 ル シ の ー ど ビ | ゆ さ ・ た ゆん 
ァ ン ター バス ト 。 / ーー ビ ヽ \ 
ッ ダ 。 | か ら 腰 まで の 距 | ( N 
( - | | 離 が 変わ り ま す 。 ヽ 、, ) \ 乳房 に 隠れ て 
N U。 Y ( js ツン 膝 が 見 えな く 
N ン ル 長い で す 。 N / ぞ ^。 な り ま す 。 
ご W に リ し ヘン や 
で ペ ル be 
吉 
1 B リ ヽ \ 
| Y \ トド Y 
( SN、 | 1 | 1 へ | 1 
も | eo』 
I NN Se | 
\ 1 Ne \ ! ! 


乳首 と 乳 輪 乳首 と 乳 輪 の 形 や 大 きき の 描き 分 け を 見 て み ま し ょ う 。 乳房 の 
サイ ズ や 形 と の 組み 合わ せ で 、 さ きま ざ まな お っ ぱい に な り ま す 。 
好み の 組み 合わ せ を 描き まし ょ う 。 

部 分 の 名 称 と 特徴 


乳房 ち ぶさ )。 
球状 で す 。 乳 輸 ( に ゅ うり ん )。 
だ 円 状 で す 。 綾 長 
ふう 、 横 長 ふ うな / 
ど が あり ます 。 加 
球面 に 沿っ た 
曲線 で す デ 
乳首 (所 頭 / 人 


0 
突き 出 て 


いま す 。 


ヽ 
先端 は シワ が 寄る 
よう に くぼん で い 


正面 か ら は ほぼ 円 形 に 描き ます 。 正面 か ら は 円 形 や 少し だ 円 状 に 描き ます 。 


@ 乳首 の サイ ズ で 描き 分 ける 2 タイ プ 


ー ト 。 一 


大 きめ タイ プ 小さ め タ イプ 


1 う 
小指 の 先 ぐ らい の 大 小豆 (あず き ) ぐら 


寺 さ を 意識 し て 描き い の 大 き さ を 意識 し 
まし ょ よう 。 て 描き まし ょ う 。 


乳 輪 を 描か な い タイ プ 乳 只 を 省略 し 、 凶 痢 の アウ トラ イン だ け 軽 く 入 れ ま す 。 


横 は 、 小 さく 突起 


の アウ トラ イン を 
乳首 の 下 の 部 分 を 曲線 で 描き ます 。 失 き ます っ 
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( 乳首 と 乳 輪 の 描き 方 ) 
革 補 … 光 が あたっ て い 


ボ L る 部 分 を 途切れ 線 に 
バラ ンス を と る | | 作 し ます 。 

| 1 

い N S が ヽ 


下 側 に カゲ を くっ 
きり 入れ ます ( 濃 
くし ます )。 


針 骨 を 頂点 と し て 乳首 と 結ん だ 三角 形 を つく っ て 、 
バラ ンス を と り ま す 。 
横向 き で 乳首 は 正面 を 向き ませ ん 。 
\ 
作画 上 の アタ リ 線 ヽ 語 語 
WoW Po 
ント ッ プ バス ト ヽ ー ヽ 


AA // バハ 
乳房 の 曲面 と 中 心 M 


(乳首 の 位置 ) を 
と ら え る 線 


バス トト ッ ブ 
引導) 
乳首 の 形 や サイ ズ を わか りや すく ア 
= ピー ル す る た め に 、 真 橋 か ら の 形 を 
アジ ダー バズ トド 描く こと も あり ます 。 
J 
突起 タイ プ の 乳首 豆 タ イブ の 乳首 豆 タ イプ / グ 
ッ カク 
グ 4 
/ / 
ッ アク 
9 人 4 の 
| M 
1 ] 
MA 
好い \\ 
い 
WM 
、 \ \ \ 
NN 真 模 に 近い アン グル の 場合 。 だ 円 は 弧 長 の 組 
だ 円 状 の アタ リ を と り ま す 。 いも の に な り ま す 。 
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人 @ いろ いろ な 乳首 と 乳 輪 の 表現 


豆 タイ プ 
乳 輪 は 薄く 、 形 が ほとん ど あ 
り ま せん 。 


C・ 
0 


大 きめ の 豆 タ イブ 
乳 輸 は 幅 も 厚み も あり ます 。 


9 
1 
f 
! ) 
丸い タイ プ 四角 (台形 ) タイ プ つぶ ぷれ 豆 タイ プ 
乳 輪 も 小さ めで 幅 が 小さ 乳 輪 は 大 きめ で 幅 も 広め 乳 輪 は 小さ めで す 。 厚み 
いで す 。 で す 。 が あり ます 。 


ア 


の 
、 コ 、 コ 
2 


| いり 


| で 


WM 


小豆 (こま め ) タイ プ 
乳 輪 が 広く 薄く 大 きい で す 。 


台形 と が り タ イブ 
乳 輪 部 分 が 広く 、 大 きい で す 。 


小さ くく らん だ タイ プ 
乳首 も 乳 輪 も 小さ く 、 一 体 化 
し て 見 えま す 。 
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ボリ ュー ム 感 (大 き さ 、 重 さき ) を 出す 演出 、 播 れ 表現 な ど 
に よる 柔らか さ の 演出 を 見 て み ま し ょ う 。 


お っ ぱい の 艇 現 


アオ リ に よる 重なり の 


た れる タイ プ 


左右 の 乳房 の 間 は 離れ 
て いま す 。 


大 き な 乳 房 が 左右 に 垂れ 広がる 演出 腕 を 上 げ る 前 両 腕 を 上 げ る と 、 乳房 も 引っ 張ら れ て 、 縦 長 に 
形 が 変わ り ます 。 
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レグ 
揺れ 表現 を し て いな い 場 合 


6 N 


/ 


つけ 根 の 位置 の 目安 


< 枝 向 に 振ら 場合 


+ 方 ア 
デア / 前 ha あ 衝 を し な 
/ / 


8Z 


徐 ら か さ の 表現 


人 @ 両 腕 で 寄せ る 


乳房 の 形 は 縦長 の だ 円 
に な り ま す 。 


乳房 と 胴体 の 前 視 図 


谷間 部 分 を 濃く し て 、 
寄せ られ た 肉 の 立体 
感 を 演出 し ます 。 


寄せ られ た 乳房 が くっ つ 

いて いる と ころ は 、 と こ 

ろ ど ころ 線 を 消し ます 。 

柔らかい 肉 の 宙 着 感 が 演 
出さ れ ます 。 


@ 爺 向け に な っ た と き の あま り 巨 誠 。 )、 人 く 
お っ ぱい の つぶ れ 表現 クア ンー 
ゆる や か な 曲線 に し て 、 _- _ / 
「 つ ぶれ 感 」 や 広がる 感 の 
じ を 演出 し ます 。 グ 。 


自然 な つぶ れ 表現 。 
乳首 の 位置 も 大 きぐ 
! 移動 させ ませ ん 。 


外側 に た れ て いる 
演出 。 乳首 の 位置 
も 外側 に 寄せ ます 。 


ボリ ュー ム の 違う 乳房 を 重ね た 比較 図 


@ 頭 側 か ら 描く 寝 た と き の 屯 房 ゆる や か に 広がり ます 。 

左右 に 広がり ます 。 ゆ る や か な 胸 の 間 部 分 は 「 胸 板 ] で す 。 ン ン =ー い 

曲線 で 描き まし ょ う 。 皮 の すぐ 下 は [胸骨] です 。 
Eu 


外側 は 丸い 
曲線 を 描き * 
ます 。 た れる ほど ボリ ュー ム が な い 場 合 。 


美しい 山 型 で す 。 
ん S 
ー ュ 横 に な っ て も 立派 か お わん 型 を 保っ て 


いる 場合 。3D フィ ギュ ア や 、 透明 の 
ブラ を し て いる 設定 、 マ ン ガ 的 表現 な 
ど で は アリ で す 。 


、 乳 記 の 自重 ( 還 さ ) を 考 虚 し て 
描い た 場合 


プラ の 作画 プラ ジャ ー と は 、 本 来 自重 で 自然 に 垂れ 下がっ て くる 乳房 を 支え 、 形 を 整 
ジ / える アイ テム で す 。 キ ャ ラ の 作画 で は 、 プ ラ を し て いな く て も プラ を し て 
いる の と 同様 に 美しく 、 形 が 整え られ た お っ ぱい を 描く こと も 多い の で 、 


着用 前 後 の 比較 お っ ぱい 表現 の 一 環 と し て 見 て み ま し ょ う 。 


ノー 乳房 の 間 は 開 
いて いま す 。 


ーー 乳房 が 寄せ られ て 
谷間 が で きま す 。 


胴体 の 幅 くら い に 
な り ま す 。 
乳房 は 胴体 の 
幅 よ り 外 に 広 
が っ て いま す 。 


持ち 上 げ ら れ て 、 ア 
ンダ ー バ スト が 上 が 
つて いま す ( 肩 ひも 
で 吊り 支え て いる 効 
果 も あり ます )。 


乳房 は この くら いた れ 
て いる こと も あり ます 。 


| 


ブラ を する こと で 、 バ ス 


トラ イン が カッ コ よ く な 
カッ プ 。 ここ に 乳房 た 入 れ て いま す 。 り ま す 。 
ブラ の 横 ひ も (スト 肩 ひ も (ショ ル ダ 
ラッ プ ) の 下 嵐 は 肩 \ ー ス トラ ッ プ )。 長 
甲 過 の 下 あ た り で す 。 ^、、。 。/ で は 調 館 で きま す 。 


スト ラッ プ は いろ い ホッ ク 部 。 金具 
ろ な 幅 や デザ イン の を 引っ かけ て 留 
ューーーー も の が あり ます 。 め ま す 。 
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布 は 意外 と 厚く 、 し 
つか り し て いま す 。 


ブラ を し た と き 
の シル エッ ト 


! / 
ブラ は 乳房 が 動か な いよ うに カラ ダ に 密着 し て いま す 。 
その た め 、 バ スト ライ ン は 形 が 整う 代わ り に ひと まわ り 
小さ く な り ま す 。 た だ 、 詰 め 物 な ど に よっ て 実際 より 大 
きく 見 せる も の も あり ます 。 


た れ て いる の で 、 乳首 も 
少し 下向き で す 。 


1 字 バ スト I | 


自然 美 バス ト Y 字 バス ト | 
乳房 の も と の 形 を 大 切 に 、 自 然 に 支え る 大 きめ の バス ト や 、 寄 せ 巨乳 と いわ れる 豊満 な 乳房 | ば 
も の 。 乳房 の 間 の すき 問 が で きま す 。 て 上 げ る 効果 を 持つ ブラ で 見 られ る も の で す 。 普通 (/ 
(N.- ナ チュ ラル ) を し た 場合 の 胸 も と で す 。 の ブラ を し た だ け で も 、 胸 2 
」 も と に すき 間 が で きま せん 。 1 』 
水着 の ブラ 胡 を 支え 、 形 を 美しく 整え つつ 保護 する 、 と いう 機能 は 、 下 状 の ブラ ジャ ー と 同じ で す 。 下 着 の ブラ に も 「 見 せる た め 」 
の デザ イン や 素材 の も の が あり ます が 、 水 着 の 場合 は より 見 た 目 宣 視 の デザ イン で す 。 


留め 位置 は 下着 と 
同じ で 、 肩 甲骨 の 
下 あ た り で す 。 


衣服 や 下着 、 水 
ーー 着 な ど 布 の 外 に 
見 える 乳房 を 「 脇 ヽ だ 
乳 (わき ちち )」 

と いい ます 。 


ホル ター ネッ クタ イブ の スト ラッ プ 。 下 普通 の 下着 より も 布 が 少な め の も の や 、 騰 乳 ひも を 結ぶ タイ プ 。 背中 側 の ひも が クロ ス 
着 と 同様 の ショ ル ダ ー タ イブ も あり ます 。 を 見 せる デザ イン な ど で 下 着 と 描き 分 け ま す 。 する も の な ど 、 下 着 同 様 バ リエ ーション は 
加 富 で す 。 
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作画 の ポイ ント 


ブラ を つけ る 
(スト ラッ プ を 留 


め る ) 
ブラ を 消し た 場合 。 
乳房 は こん な 状態 に 
和 な っ て いま す 。 
( 記 ひ も の 長 さ を 調整 
ラッ 直 y する バー ツ (アジ ャ 
ラン 一 給 スタ ー)。 な い 種 類 も ゆる や か な 曲線 で 
Sb あり ます が 、 こ れ を 
ん / ペ ンズ 描く と 下着 っ ぼ さ が 


面 を 表現 し まし ょ 
う 。 カ ラダ に ビッ 
タリ つい て いま す 。 


出 ます 。 


カラ ダ か ら 浮 いて 
いま す 。 カ ゲ を 黒 
く 描 き 込み ます 。 


% 細い 線 で 生地 ぎわ の 
肩 関節 、 バ スト の 位置 、 胴 体 の 厚み を 演出 し ます 。 
丸み 、 立 体 を と ら えま す 。 


だ 円 で 胴体 の 立体 を 
と ら え まし ょ う 。 
アン ダー バス トラ イン を 
乳首 の 形 が 浮き 出し て いる 表現 。 セクシー アイテム と し て の 普通 の 下着 と し て の ブラ 表現 。 描き 込ん で 作画 し ます 。 
ブラ や 、 マ ン ガ - イラ スト な ど で の 演出 で す 。 乳首 は 描き を ませ ん 。 


い 


拓 め 後ろ か ら 見 る 
EE 少し 肌 に 食い 
込む 表現 
前 画 か ら の まわ り 込 才 
み を 意識 し て 、 カ ラ 
ダ の 曲面 に 沿っ た 曲 
線 で 描き ます 。 


直線 的 で す 。 


ブラ の 透視 表現 
ー 合わ せ 目 は 
背骨 上 で す 。 
| ! 
スト ラッ プ の 縫い 目 左右 か ら 引っ 張っ て 中 央 で 留 乳房 の 状態 。 自然 な し な や か な 
が 側面 上 に あり ます 。 め て いる イメ ー ジ で 描き ます 。 丸み を 生か し た ライ ン で す 。 
カッ プ と スト 縫い 目 
ラッ プ の 縫い 
つけ 部 
SS、 
玉 
肩 関節 の 後ろ に ーー 
まわ り 込ん で い 
ます 。 ラフ 画 。 アン ダ 
ー 一 バス ト を と り 
な が ら 胴 体 の 厚 
」 み を と ら え ます 。 
スト ラッ プ を 
描き 込み ます 。 


下着 透視 図 乳房 の 状態 。 動 き を 意識 し て 、 


カッ コ よ く 見 える 上 ふくらみ を 演 
胴体 の 曲面 に 治っ た 曲線 を 描き ます 。 出し て いま す 。 
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ー お な か の 作画 と 体 の 厚み の 描き 分 け を 見 て み ま し ょ う 。 
胴体 の 作画 
お な か の 表現 腹部 の 筋肉 表現 を 主体 に し た お な か 表現 の いろ いろ を 見 て み ま し ょ う 。 


正宮 し 0 て 5 筋肉 と キャ ラ 骨 ミニ 
2 ー ) 7 
| NI | 
し 【 


9 / 
/ バ ノ / \ 
| 肢 1 ーー デ | 1 / 
/ | 1 / と | 1 外 腹 斜 筋 の ふち ※ 乃 筋 の 幅 や 大 き さ に 
へ その み 。 最 も シン プル な お な か 表現 腹部 に で きる くぼみ や くら み を ( ソ ケ イ 部 ライ ン ) は 個人 差 が あり ます 。 
摘 き 込ん だ お な か 表現 


規 え た 感じ や 引き 締まっ た お な か の 表現 


/ / N / 0 
/ ヽ / \ //\ / N / 
中 央 の 腹筋 の くぼみ の 線 だ け 腹筋 の 線 で 下腹 部 の ふく ら み を 腹筋 の 控え め 表 現 
入れ ます 。 表現 し ます 。 


4 ラフ 画 。 や や ア 


| オリ 気味 に 描い 
ー リ レト 胸郭 の く ほ み 8 の 
| 1 
\ ー 胸 画 の アタ リ 
2 1 い 
/ し 3 
ム た 、、」/ | リク ス 1 | へ 腹筋 の アタ リ 
/ ー \ 1 
/ \ / ヽ / \ 4 1 P。 \ 
へ ぞ 腔 の 腹筋 の 線 は 省 みぞ お ちと へ その くぼみ を 強調 し 、 7 7 1 
し て いま す 。 腹筋 の 線 も 軽く 描く 表現 し ます 。 ! 7 I 


@ 対 め アオ リ か N/ 


s スッ キリ タイ プ ーー 
< 


へ そ に つなが 
る 中 央 の く ぼ 
み (腹筋 の セ 
シッター) 


腹部 か ら 股 に 至る 曲面 か ら 胴体 の 
下部 の アタ リ を し っ か り と り ま す 。 


へ そ だ け 描く も の 外 腹 倖 筋 の きわ に 
で きる くぼみ 


ジェ エイプ アッ プ タ イ ヴ 


中 央 の く ほ み の 線 を 描き 、 外 用 人 筋 も くつ PO 1 
きり 入れ て 下 服 部 の 丸み を 演出 し ます 。 現し ます 。 1 ば 
へ そ 1 


“AA 
ーー 2 / 
/ いい 
1 >、 
ー ヽ 
ーー ( 


/ 光 
い | ヽ 
中 央 の くぼみ の 線 、 胸郭 、 外 腹 斜 筋 を 描き 込ん へ その 左右 位置 に ある 腹筋 の 線 を 加え 、 み ぞ 〆 9 。 
だ も の 。 お ちの くぼみ は 軽 め に 。 へ その 下部 ・ 下 腹部 中 心 線 を 描き 込ん る で 、 胴 体 の 曲面 を 
の 線 は 省略 し ます 。 と ら え な が ら 作 画 を 進め ます 。 
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| 胴体 の 描き 分 け ] キャ ラ の 体格 、 肉 づき の 描き 分 け で す 。 細 身 タ イプ と 普通 タイ プ 


の 作画 か ら 、 胴 体 の 幅 と 厚み を 変え る コツ を 学び まし ょ う 。 
人 細身 タイ プ と 普通 タイ プ 


細身 タイ プ 普通 タイ プ 
細身 タイ プ ンー 普通 タイ プ 


首 が 太い 


首 が 細い 
ポイ ント : 脇 ぎ 脇 ざ わ 線 は 
わ 線 の 位置 。 ほ  :< 頭 部 より 外 
ぼ 頭 部 の 幅 で す 。 kT - 側 で す 。 、 
乳房 は 小 タ イブ 乳房 は ボリ ュ 
(小さ な 山 弄 ) ー ム タイ ブ 

( 球 型 ) 


| | |  \、 | 有 還 か ら 骨 朋 に 
骨盤 が 張り 出さ な 、 |  \、 | 至る シル エッ ト 1 < 3 1 


いよ うに 描き ます 。) \、 | を 直線 的 な 角度 と 3 
胸郭 か ら 骨 生 に 至 )\、、 !、 で 広がり を は っ 頭 部 の 幅 胸 と お 尻 が 頭 部 
る ライ ン は し な や \ ト \ きり させ ます 。 の 幅 の 外 に 張り 
か な 曲 勿 に な る よ 。 | | 1 出し ます 。 
うに 心がけ ます 。 
| \ い \ 
骨 酷 の 幅 が 狭い の | | 
で 、 太 も も か ら 脚 線 | 
も 細く な り ま す 。 | | \ 
| | \ | | 
) ! |\ 胴体 の 厚み 
\ を 太く する 
を っ 最大 の ポイ 
ぶ ント は 記 甲 
胴体 の 幅 や 厚み の ぶん 、 首 、 腕 、 太 も も 、 電 部 分 で す 。 
. 脚 は 細身 タイ プ よ り も 太く 描き まし ょ う 。 
細身 タイ プ と 
Ft 区 通 タイ プ の 肩幅 
ト 
、 細身 タイ プ の 肩幅 
脇 ぎわ 線 - 一 一 
細身 タイ ブ と 普通 タイ プ を 重 


文 胴体 の 描き わけ 、 厚 み の 描き 分 け は 、 ね た も の 。 胸 と お 尻 の 距 い 以 
肩幅 、 脇 ぎわ 線 の 位置 、 骨盤 の 幅 に 、 は 上 に 、 首 か ら 肩 甲 骨 、 膝 に い 


っ きり 差 を つけ る こと が ポイ ント で す 。 軸 和 0 


@ 手順 に 見 る 作画 ポイ ント 


上 胸部 を と ら え 
る アタ リ 。 曲線 
上 胸部 を と ら え 1 で 体 の 曲面 を 意 
る アタ リ / 0 識 し ます 。 


える アタ リ 
全体 の アタ リ 。 乳房 の 肉 づ け 。 ア ウト ライ ン を 整え ま 
アタ リ は 描き ませ ん 。 す 。 胸 も と に 小さ く 盛 り 上 が り 乳首 、 乳 輪 の 丸 、 バ ン ツ を 描き 込ん で 
を 与え ます 。 腰 の くびれ を 強調 完成 で す 。 


し な いよ うに 描き ます 。 


トッ プ バ スト の 
デリ 


アン ダー バス ト 
の アタ リ 


細身 タイ ブ と ほぼ 同様 に アタ リ を 措 アウ トラ イン を 描き ます 。 乳房 
きま す 。 乳房 の アタ リ を 加え 、 シ ル の 形 を 整え ます 。 
エッ ト を は っ きり させ ます 。 


@ 上 胸部 の 比較 (違い ) 


肩幅 と 胴体 の 厚み を 変え る 

と 、 鎖 骨 や トッ プ バ スト の 
- 位置 も 変わ り ま す (通常 タ 
イプ は 、 鎖 骨 や バス トト ッ 
ブ の 位置 を 細身 タイ プ よ り 
も 少し 下 に 描く と 厚み が 現 
れ ま す )。 
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脚 の つけ 根 ・ 股 問 の 作画 


を 見 て み ま し ょ う 。 


曲線 に よる 肉感 表現 で す 。 パ ン ツ を 描く 場合 は 、 
し つけ 根 ま わ り の 特徴 | 肉 へ の 食い 込み 表現 も ポイ ント で す 。 


だ 


め 、 / 
脚 の つけ 根 。 く ーー/ 


っ きり し た シワ 
が で きま す 。 筋肉 の 線 。 く ぼ 股 。 曲面 で す 。 
み が で きま す 。 
ゴム 部 分 で 、 肉 に 
ーーーーーー--- 、 食い 込み ます 。 
こち ら 側 の 肉 へ の 食い 入 / 
み を 表現 する と ぶ よぶ よ / 


感 が 出 て し まう の で 、 シ 】 
ャ ー プ に 描き ます 。 メ 


バン ツ の 箋 い 目 の 布 と 内 の 問 に わずか 
NN、 株 。 曲線 で 肉体 の ” な すき 問 が あり ます 。 
曲面 を 表し ます 。 濃い 線 で カゲ を 表現 
し て 立体 感涙 出し 
和 隊 ます 。 
NNN/ 
\N ふ ダ 
太もも の 筋 内 を 
Ps 
作画 ポイ ント 0 人 ン 2 
了 
へ | ] NM 
を と ら える ア N お 尻 を と ら え 
タリ 線 シン る アタ リ 
ef 2 
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[パンツ を 描い て 脚 の つけ 根 ま わり を と ら え る ) 


「 は き 口 ( ウ 
エス ト )」 ヽ 、 


脚 の 入る 穴 
部 分 …「 脚 
ぐり 」 


バ パンツ サ ンプ ル 


。 は き 口 の 曲線 
は カラ ダ の 立 
体感 (丸み ) 
を 表し ます 。 


バン ツ な し の 股 ま わり 


曲面 で す 。 カ ラダ の 下 側 に 
まわ り 込 み ま す 。 


| は き ロ の ライ ン の ア 


| 1 ノ タリ 。 下 腹部 の 立体 
メ ヽ 、。 を と ら え ます 。 
ZS 
ク パ 1 
9 NN | | 


バン ツ の 「 脚 ぐり 」 の 線 。 な 
脚 の つけ 根 の アタ リ に し ま 
す (その 逆 も 0K で す )。 


バン ツ 透 視 図 


股 ま わり の 作画 : アタ リ と ラフ の ボイン ト 


CT 


ミ 
M ーー 

パ / 

お 恨 を と ら え る アタ リ 胴体 の アタ リ 


/ 上 | N 
CJ3 
ベル / | 服 の つけ 根 の 目安 に 
リー する アタ リ 。 切れ こ 
、 み の 深 い バ ン ツ の イ 


背面 の 布 が 多い バ 


| 
| メー ジ で す 。 
ン ツ (正面 は 同じ ) 


に に / 


脚 の つけ 根 ま わり の 作画 は 普段 な じみ の な い 体 の 最 下 面 を 描 


[ た 2 _ で 描く 脚 の つけ 根 ) く こ と に な り ま す 。 脚 の つき 方 を 通じ て 股間 の 作画 も 学び ま 
正面 側 の 股間 まし ょ う 。 カ ラダ の 底面 は 軟らか い 肉 で 覆 わ れ て いま す 。 


/ \ )  -」、 アオ リ の 立体 
ーー 模式 図 
クト や ) 
/ | 夫 二 、-、 | 有 体 断 画 の 立体 
や | イメージ 
1 T 59 
股 Ma ] 
< アオ リ で は 曲面 を \ 
、 強 議 し まし ょ う 。 の 
7 1 ト 
1 W / N 
MM 。 9 / 7 
2 ルプ さ 
グ メ ) イン ニン % 
6 ア ルー レン N 
PP 』 N 
ーー / P 
W 
ルル / W パ 
! 9 〆 プ \ 
ヽ 脚 の つけ 根 の イメ ー ジ 脚 の 断面 イメ ー ジ 。 ニ 
、 ー ソ ックス な ども 同様 
^、 カラ ダ の 一 番 下 の ライ ン に な り ま す 。 
ー ( 遇 人 時 下面 


肌 休 底 画 の 林 式 図 go ーー グ 
下 画 仙 6 ニン トン Se ーー hh ョ の 
ーー 二 中 央 1 ド | 1 


\ EE に ア 」 パ / 
Ns ペン スペ ーー リー" プー て 、 
脚 の 線 を 入れ た 場合 


脚 の つけ 根 の イメ ー ジ 。 太 も 
も は 給 長 の だ 円 で す 。 


」 股 ま わり の 筋肉 の 線 。 立 体感 が 出 ます 
/ が 、 省 略す る こと も あり ます 。 \ 骨盤 や 股関節 まわ り は 、 通 常 は アウ トラ イン に ほとん ど 影 響 し ませ ん 。 


役 部 分 は 丸み な が あり ます 。 下腹 部 か ら ゆ る や か な 曲線 で 描き まし ょ う 。 


真下 か ら みた 骨盤 
Hi: 


大 陽 合 が は ま 
る くぼみ 


この 部 分 が 部 の くぼみ に 
レン は まり ます 。 


参考 ロ 股関節 に つい て 股関節 部 分 は 胴体 の 中 に 埋まっ て いる の で 、 外 か ら は わか り ま せん 。 骨 朋 は 
も へ り の 部 分 が 体 表面 に 出る こと は あり ます (スリ ムタ イプ の 場合 )。 


石 脚 の つけ 根 の 目 

安 に する アタ リ 。 / 
左 脚 と 対応 させ て / 
描き ます 。  // 


前 面 の 股 に 向かう 線 と 、 お 尻 の アタ リ で 
で きる だ 円 を 脚 の つけ 根 に 利用 し ます 。 


101 


人 @ 終 め 


股 部 分 は 調 人 前 面 か ら まわ り 込ん で くる H 


パン ツ な し の 場合 体 | 
股 体 を と ら えて 描き ます 。 肌 の つけ 根 の イメ ー ジ 


キャ ラ 骨 ME 


ヽ 
k 


失敗 例 。 股 間 を 強調 し すぎ 、 ア ング ル に 対し 
て 体 下面 が 見 えす ぎる も の に な り ま し た 。 
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に お 尻 の 山 を 左右 そろ 
@ ロー アン グル F ) 3 2 


脚 の つけ 根 の 線 を 細く 入れ ます 。 人 省略 する こと も あり ます 。 


バン ツ な し の 場合 。 お 尻 の 線 を くっ きり 描き ます 。 


NN 
@ 開 脚 2 N 
IN バン ツ な し の 
人 大 場合 
ミ シ W 
= 


| 1 1 布 が 中 央 に 寄っ て で 
1 ! | きる シワ 表現 で す 。 


太もも に も だ 円 を 
描い て 立体 を と ら 
えま す 。 
7/ 
バン ツ は お 尻 の 割れ 
/ 目 か ら 浮い て いま す 。 
5 
ポー ズ 全 体 の ラフ 。/ | 
イメ ー ジ デッサン 
タダ N の wu 
> ぐ グ プ 。 へ Se 
N Ss、 
ド 0 
デ SN 103 


[アク ショ ン ポ ボー ズ で 描く 脚 の つけ 根 | 


脚 の 動き と アン ダル で 、 股 まわ り の 見 え 方 は 変わ り ま す 。 
破 間 部 ・ 脚 まわ り の いろ いろ な 表情 を 見 て み ま し ょ う 。 


ょ | 
片足 を 上 げ て 立つ ビ \ 


P ク 2 


ここ に お 尻 の アウ トラ 
イン が 反映 され ます 。 


YK 1 1 
RND 
! 股間 の 点 くら み 


Y 
- 革 ほん の 少し 鋭角 


パイ 的 な シル エッ ト 
ュ に な り ま す 。 


4 


ーー ググ 


S/ 


ジャ ンプ + 蹴 り 


脚 を 蹴り 上 げ る 方 向 (角度 ) 
の 違い に よっ て お 尻 の 曲線 
が 変わ り ま す 。 


正面 か ら の 開 脚 で は 、 
股間 の ふくらみ は ほ 
と ん ど 現 れ ま せん 。 
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股 ま わり は 脚 に 隠れ 、 
見 える 部 分 は わずか 


股 部 分 の 曲線 は 、 見 えな い 
部 分 も 描い て 形 と 曲線 を て 
いね い に 描 きま し ょ う 。 パ 
ン ツ の イメ ー ジ が 役に立ち 


前 蹴り ・ 太 も も 
を 引き 上 げ る 


中 心 線 で 股間 の 
ふくらみ を と ら 
えま し ょ う 。 
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お 尻 の 丸み と 肉感 が 
強調 され ます 。 


股間 まわ り ・ お 尻 の 見 え 方 


お 尻 の 肉 が 見 えな い 場 合 。 


いい 
| ! 3 


NN 


股 ま わり の 作画 で 、 お 尻 の 肉 を 描く こと と 、 描 が な いこ と が あり ます 。 有 自 部 分 
を 見 下ろ し て いる か 、 や や 見 上 げ て いる か の 違い が 反映 され ます 。 


厳密 に は 、A は 普通 に 写真 を 撮っ た も の (通常 の アン グ 
ル )。 少し 離れ て し ゃ が ん で 写真 を 撮る と 、 脚 の つけ 根 ま 
わり が ロー アン グル の B に な り ま す 。 作画 で は 、 通 常 の 
アン グル で も お 尻 の 肉 を 描き 込ん だ 方 が 魅力 的 に 見 える 
こと も 多い で す 。 原理 を 知っ た 上 で 演出 し まし ょ う 。 
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お 尻 の 作画 


し な り 立 ちの お 尻 
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お 尻 を テー マ に し た 作画 で す 。 お 尻 表現 の いろ いろ を 見 て み ま し ょ う 。 


斜め 向き で と ら え た お 尻 で す 。 お 尻 の 割れ 目 の 曲 緑 は 、 ア ウト ラ 
イン の 曲線 を 目安 に し て 、 同 じ 感 じ に 描き ます 。 


| 


真後ろ 。 お 尻 の 割れ 目 の 線 は 直線 に な 


通常 、 お 尻 の ふく ら み (立体 感 ) は お 尻 の 割れ 日 が つく り 出 し 
ます 。 腰 の くびれ か ら の 広がり に も 注目 し まし ょ う 。 


お 尻 を 突き 出し 、 少 し ロー アン グル で 


短い で す 。 


り ま す 。 割 れ 目 は 意外 と 下 か ら 始 まり 、 と ら え て いま す 。 お 尻 が 強調 され ます 。 
SW 
の 
A) 
衝 
お 尻 の 割れ 目 ” \J 
は 中 心 線上 に 


と ら え ます 。 


歩く 後ろ 姿 の お 尻 


% グ 


後ろ に 出す 脚 ~ 後ろ に 出す 肢 


歩き 方 の 違い と 腰 つ き 、 お 尻 の 作画 の 違い 
〆 


普通 の / 歩幅 が 小さ | 


| 1 / 
) いし ANN 
』 N 1 


/ 脚 の つけ 根 の シ 

ワ を 入れ まし ょ 

普通 の 歩き ボー ズ で す 。 腰 の 振り 肛 の 振り を 強調 し ませ ん 。 左 う 。 脚 が 後ろ に 
が 大 きい の で 、 お 尻 の 張り 出す 方 。 右 の お 尻 の 張り 出し が 同じ く 伸び て いる こと 
向 が は つき り し ます 。 また 、 脚 の らい に な り ま す 。 お 尻 ま わり が 表現 され ます 。 


前 後 関係 も は っ きり 描き ます 。 の 線 で 脚 の 前 後 を 表現 し ます 。 
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ア 


人 @ キュ ー ト な 小 尻 


6 、 
/\\ 


股 の 肉 が 少し 見 えま お 尻 の 肉 を 太もも の 上 に か 
す 。 省略 する こと も あ ける こと で 、 キ ュー ト な お 
り ま す 。 尻 の 丸 さ が 演出 され ます 。 


ノ 
人 
ト 、* 
〔 バン ツ を 描い た 場合 。 
も シワ の 編 の み に し て 、 
、 % 


ヽ 、 
/ アタ リ と デッサン 。 上 半身 は ほぼ 真 棋 の 
イメ ー ジ で 、 腰 を ひね っ た ポー ズ を 描い 
て いま す 。 背中 は 主 線 を 入れ る 段階 で 修 


/ 
、 正 、 背 骨 の 線 が 入り ます 。 


お 尻 の 線 を 消す こと 
も あり ます 。 


旬 お じ ぎ の お 尼 アウ トラ イン は 箇 骨 


の 曲面 で す 。 = ニー た 


人 


お し り の W 型 の シル エッ ト は 出 ませ ちい 。 
ん 。 脚 の つけ 根 の シワ を 少し 描き ま を 1 - 凍 
し ょ う (や や 上 向 さ の 曲 様 です)。 M | 


1 0 
厚み の 位置 取り 。 肉感 的 な キャ ラ 
が は 厚め に 、 ほ っ そり し た キャ ラ は 
骨 衣 部 の 大 き さ を と ら え る アタ リ 薄め に 設定 し ます 。 


座っ た ポー ズ 床 に つい た お 尻 の シル エッ ト を と ら え まし ょ う 。 
、 後 ろか ら 描 く 体育 座り ) eamraf 画 
“ < 


\ 
バン ツ を 描く 場合 。 は き 口 の 線 は 曲線 で す 。 


作画 手順 の ポイ ント 


し な や か が な 
アタ イダ 


ュ 
1 
カ 
/ 
1. シルエット の イメ ー ジ を 2. ポー ズ の イメ ー ジ を 固め 
描き ます 。 お 尻 の 幅 は 肩幅 ” ます 。 腰 か ら 下 を 左右 に 大 
より も 大 きめ に し ます 。 きく 広げ ます 。 
丸い シル エッ ト 


@ お 尻 の 肉 ラ イン の 変化 


\ 
/ ぶ I 
2 
お 上 羽 は 広がっ て お 尻 全 体 が アウ 
トラ イン を つく り ま す 。 
床 に つい た 部 分 は 実際 
に は 平たく な り ます が 、 ーー ーー 一 


お 尻 の 肉 部 分 の 幅 \ 入 / 曲線 の シル エッ ト を 演 ゆる や か な 曲線 で 床 と の 接地 を 
出し まし ょ う 。 表現 し ます 。 


背筋 を 伸ばし て 座る ) お 愉 の アビ ー ル を 意 職 し て 、 少 し お を 突き 出し て 座っ た ポー ズ で す 。 


@ お 毛 の 線 を 強調 「 
する 場合 


幅 は 普通 に は いて いる 
| と き と ほ ぼ 同 じ で す 。 


、、 | お 尻 を 突き 出し た 
^-、! 感じ に な り ま す 。 


る 


Sr ヽ こら お 尻 の 線 を 割れ 目 の 線 を 深い 位置 まで 描い て 
5 な いま す 。 お 尻 を アピ ビー ル す る 演出 作画 で す 。 


作画 の ボイン ト 

背骨 の ライ ン (中 心 
線 )。 腰 の くびれ を 
意識 し な が ら 、 お 尻 
の 割れ 目 部 分 まで 途 
切れ ず 描 きま す 。 


腰 ま わり の 曲面 を 
と ら え る た め 、 バ 
ン ツ を アタ リ と し 
て 描き ます 。 


お 尻 の 線 を 深く 描く も の の 
半分 くら い の 位置 で す 。 


パン ツ を 描く 場合 。 は き 口 の 線 は 
か な り 下 に な り ま す 。 バ ン ツ の 布 
面積 は 少し に な り ま す 。 


お 尻 が まわ り ーー > 4 
込み ます 。 お 尻 の 線 は 割れ 目 ぎわ を 描き ます 。 
作画 手順 の ポイ ント ュ 


収 軍 多 具 


育 骨 か ら の 
中 心 線 
し な か ーー 
4 
/ () W N 
!/ き / NN 
『 / し ー マ 
いい クノ ' 
背中 の シル エッ ト 記 お 尻 か ら 太 も も へ の 9. 全体 の アウ トラ イン を 整え ます 。 
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「 コラ ムー 
走 の 裏 が 見 える ポー ズ を 描い て みよ う 


足 の 裏 は 肉 で ある 人 

足 の 裏 の 表現 に つい て も 少し だ け 見 て お きま し ょ う 。 
足 の 裏 は 曲面 で 構成 され て いま す 。 ふ くら み と へ こみ 
を と ら え て 描き まし ょ う 。 


乗ら か く ふ く らん で いま す 。 


こ な そ う 


の 指 写 と 肉感 を 
使い 


骨 
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動き の ある ポー ズ の 作画 


| 動き 作画 の ポイ 2 ト | 動く ポー ズ の 作画 で は 関節 や 腰 ま わり に で きる 了 肉 の シワ と 、 


手足 の 動き に 伴う 関節 の 骨 表 現 が ボイン ト に な り ま す 。 


人 @ 後ろ 容 で アピ ー ル 動き を 与え る 3 つの 要素 | 
・ 手 足 や 頭 部 、 胴 体 の 傾 ぼ や ひね り | 
・ 姿 勢 の 変化 

・ 髪の毛 の 動き 


アタ リ 線 に 注目 
/ NN ) 


N 中 、 パ 
8 さこ GU 首 の つけ 根 、 
| N 個 蛋 筋 
肩 と ヒジ | み | 


の 関 和 | ( 人 ば N 


反り の シル 


ー 肩 甲骨 の ライ ン が そ 
の まま アウ トラ イ 
ン 、 腕 の つけ 根部 分 
に な っ て いま す 。 


骨 … 人 へ 肩 申 骨 、 ヒ ジ 
肉 … 人 る 脚 の つけ 根 、 脇 、 手 首 の シワ 、 
乳房 
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@ 気楽 走る 。 す 


( f 1 
バ 芋 Sp 肉 … 人 る お な か ( 服 ) 
N ン 脚 の つけ 根 、 
股 、 お 尻 
| っ 1 
! 
1 
\ 


動き と 作画 の ポイ ント 


00 計 の 二 き : 肩 と 乳房 は 平行 
/ で す 。 


(  / 腰 の 伸び を と ら 
/ えま す 。 


民 の ひね り 
( 腰 か ら 下 は ほぼ 
正面 向き で す ) 


脚 の 前 後 の 動き 


四 つ \ に バー ツ の 動き は 首 の 向き だ け で す が 、 フ カン 気味 、 
人 四 つ ん 遺 い 、 と いう ボー ズ そ の も の が 「 動 きま ] で す 。 


胴体 と 晒 の つなが り 
を 曲線 で と ら えま す 。 


肉 … 人 手首 お な か 、 脚 の 
つけ 根 、 腰 、 足首 


HIZ 


正面 賠 き 姿勢 の 変化 と 四肢 の 表現 を 見 て み ま し ょ う 。 


(アビー ルー 伸び 一 前 か が み ) 


) 頭 を 傾け る 動き 
、、 で 上 れる の 線 


手 を 前 に 出し て 
アー ル 


手 の 傾 き 。 顔 の 角 


度 と 逆 方 向 に 傾け | リ / 
て 動き を アピ ー ル / 
い し ます 。 \ 間 。 放 
/ ! 胴体 の 側面 。 ほとん ど 
| 1 放 本 | 地 / 正面 向き に 近い 斜め 向 
- ーー ほん の 少し 前 か 腕 に 引っ 張ら / き の 胴 体 は 、 立 体感 が 
プ が み の 姿 勢 を 、 れ て トト / 。 表れ ます 。 
〆 この 線 で 表現 し に 変形 」 
い ます 。 
1 両 腕 を 上 げ る こと で 、 
/ | 1 うっ すら 浮き 出す ろ 
グ 誰 / \、 っ 衣 。 体 脂肪 の 少な 
の / 。、 \、 め キャ ラ を 演出 。 


- へ ヒザ 
" 全 腰 、 ヒ ジ の 内 
側 、 首 の 線 
/ 骨 … 人 鎖骨 、 ヒ ジ 」 
ろ っ 骨 
肉 … 人 る 手首 、 乳 房 
/ 首 の 線 


中 心 線 で カラ 
ダ の 傾き を と 
ら え ます 。 


上 げた 腕 の 角 / 
Na\ 度 の 違い も 動 ) / 
き を 生み ます 。 N 
ほん の 少し ハイ レグ 気 w/ ほとん ど 正 面 に 見 えま 
味 の バ ン ツ 。 脚 の つけ 1 / す が 、 わ ず か に 斜め 向 
根 の 線 が 現れ ます 。 W き で す 。 
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肩 甲骨 を 反映 


し た 操 過 的 な 
、、 肩 ラ イン 
バン ツ の ライ ン で 側面 重要 な アタ リ > 
を は っ きり させ ます 。 線 。 脚 の つけ  「 


根 、 ヒ ザ 関 節 、 
征 首 


- 半 両 腕 で 中 央 に 寄せ 


られ た 乳房 。1 ラ 
イン 
ーー ナ ーー ナー 腹部 、 腰 ま わ 肩 の 筋肉 と 脚 の 
ン # / り の シワ つけ 根 を 強調 し 
ます 。 
前 か が み キ メ 


ポー ズ 


骨 … 人 人 鎖骨 、 ヒ ザ 
肉 … 全 肩 、 脚 の つけ 根 、 お な か 、 
手首 、 足 首 


NN 


骨 … 人 肩 、 鎖骨 、 ヒ ザ 
肉 … 人 乳房 、 ヒジ 、 手首 、 お 
な か 、 脚 の つけ 根 


お な か の シワ は お 尻 の 肉 は 見 え 
へ そ を 中 心 に し ませ ん 。 
た 曲線 で す 。 
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斜め 向き 鎖骨 と 脚 の つけ 根 ま わり の 線 ( 外 腹 斜 筋 ) の 変化 に 注目 し まし ょ う 。 


(上 体 を そら す 一 傾 ける ) 


キメ 立ち  / 
( 彰 放 ま っ すぐ /。 | | 5 
| 」 | キリ ッ と し た イ C/ / 入 
メー ジ に し た い | で ジ 


_ 選 


人 りか か っ て 


の で 、 両 肩 は 少 
し 角 の 硬 さ を 療  」 
識 し て 描き ます 。 


脇 まわ り 筋肉 
の 重なり を カゲ 
の タッ チ で 強調 


あー で 
人 r 霊 
OS 
半 
界 講 
に 
5 計 


\ 有 脚 の つけ 根 ぎ わ 
IA、 | の 際 (9 陣 角 ) 
/1 \W/ / 
有 骨 … へ 肩 、 鑑 骨 、 骨 盤 
1 ヒザ 、 足 首 
ぎ 1 肉 … 人 脚 の つけ 根 、 腹 
/ 1 』 部 、 首 の シワ 
外 腹 側 筋 に よる | | / (ん 
し な や か な 曲線 
で 、 胴 体 下部 を j / 2 寄り か か る + 片足 で 重心 を 
描き ます 。 支え る た め 、 足 首 に は カ が 
/ | 入っ て いる の で 、 く る ぶし 
| を くっ きり 描き ます 。 
| 1 


VW ュ 0 
リ 
中 心 線 は 弓なり の 


| 曲線 こし て カラ ダ / 
り を そら せ た 感 じ の !、! 


〆 ノ 作画 を 意識 し ます 。 


骨 … 人 ム ヒジ 、 鎖 骨 、 ヒ ザ 、 


2 足 人 

脚 の 動き に 伴っ て 、 脚 の つけ 根 

際 の 線 の ライ ン が 変わ り ます 。 に ポー 
下 昌 導 の 曲面 が 強調 され ます 。 
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腰 の くびれ 臣 腰 の くびれ の 下 


側面 の 中 央 / 
下腹 部 の 丸 了 - か ら 、 腰 部 へ の 
み シワ を 描き ます 。 前 か が み の 姿 勢 で す 。 胸郭 の ライ ン 
が その まま お な か へ 入っ て 、 腹 部 ・ 
左 部 を つく り ま す 。 
/ー 
ルー 


で 
NE 腰 を 落とす 


( 座 ろ うと する ) 


足 先 を 内 側 に 向け て そろ 乳房 は 少し 

える 動き (+ 前 か が み で 、 垂れ る 表現 
| 足 先 に 体重 が か か る ) の で す 。 

た め 、 ヒ ザ と 足首 の 骨 を 1 

くっ きり 描き ます 。 


3 


前 か が み の 上 面 を と 
5 える の で 、 鎖骨 の 
ライ ン を は っ きり さ 


骨 … 鎖骨 、 ヒ ジ 、 
ヒザ 、 足 首 
肉 … 人 乳房 、 お な か 、 
脚 の つけ 根 、 
ど 腹 部 が 向い て 手首 
いる 方 向 を 意識 
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(上 体 を 倒す っ そら す ) 


ノ 腰 ざ わ に で き 
る シワ 


マ 脚 の つけ 根 の 
線 は 深く 切れ 
た れ た 乳房 。 乳 込み ます 。 
首 は ほぼ 平行 に 


の 、 / 陽 気 に 飛 点 よう に 走る ) 


6 ジ / 
ダ 
ンク 2/ 
ッ グ 
eo の 
ee 
し A 
メ | 腕 の つ な ピン と 伸ばし た 腕 
上 体 を 倒す 人 
(お じ ぎ / 前 か が み ) 
突き 出さ れ た 上 ーー 
乳房 の 乳首 は 
外 和 き で す 。 いこ 、 


“ (で 「 
角 … へ 鎖骨 、 ヒ ジ 、 ヒ ザ 、 足 首 N く ッ 
肉 … 人 首 、 僧 帆 筋 、 脇 、 乳 房 、 手首 


骨 … へ 鎖骨 、 ヒ ジ 、 ヒ ザ 、 
足首 


… 全 ヽ い N いい 
少し 頭 を 上 げた と き 内 結 半 乳房 
の 首 の ライ ン (角度 ) 

に も 注目 で す 。 


ーー ー タ し 


ーーー で "AT 


は き ロ ライ ン 
は 胴体 の 丸み 
を 反映 し まし 
よう 。 


脚 の つけ 根 の ラ 
) イン は 、 太 も も 
の 丸み を 反映 し 


4 / 


「 横 向き の カラ ダ 」 を テー マ に し た ポー ズ は 、 お な か と 脚 の つけ 根 を 
表現 する 外 腹 斜 筋 を と ら え て 描き まし ょ う 。 


(カラ ダ を 傾け る 一 曲げ る ) 50 
< で H 
こ ペ び た い Ye 
' 0 NN 
IN 
SNS 


腰 の くびれ は 
は っ きり し ま 1 


せん 


ws 


少し 前 か が み + 
上 体 を 少し ひね っ た 
動き で す 。 


骨 … 人 鎖骨 、 ヒ ザ 、 足 首 
肉 … 人 ふ お な か 、 ヒ ザ の 要 


(くぼみ) 
) お 尻 の 丸み か 
ら 、 脚 が つ な 
妥 骨 明 ・ 肢 の つけ SH 
ニュ 根 の イメ ー ジ 
ーー es ノ 太 さ を 調整 し 
ダー 2 ます 。 
ヾ | 
N 
EN 
| 
/ 
参考 : 横向 き の 作 男 ガ 
の アタ リ ンー 
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肩 と 脚 の つけ 根 の 位置 ( 股 の どの 辺 か ら 脚 の 線 を 描い て いる か ) 
に 注目 し まし ょ う 。 


1 
お 尻 の 形 を 残し 
た まま 太もも に | * 


つなが り ま す 。 


脚 を 上 げ る と は き ロ ライ ン 
の 曲線 が 変わ り ます 。 


腕 を 上 げ る 


腕 を 少し 後 
ろ に 引く 


い と つなが り の ライ ン 
1 (G 靖 中 る SS バン ツ を 描き 込ん だ 場合 
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[ 上 体 を 倒す ー 上 体 を 起こ す ) 背 還 ライン 、 話 つき の 変化 を 見 て みよ う 。 


ーー 
背中 に 丸み が 出る 腰 の くびれ と お 尻 を - 
前 か が み SN ーー 


強調 する 前 か が が み 。 ーー 


6 背骨 の ライ ン 全 体 が 強 
上 胸部 の 背骨 が 調 さ れ ま す 。 特 に 腰部 
ーッ 分 で 太く な り ま す 。 


強調 され ます 。 
/ ヽ 


いい クン 
レン 
> ン の べ 
~ 放 部 に シワ が - 腹部 に シワ は 
で きま す 。 3 
骨盤 ぎわ の ライ 
ン が 入り ます 。 


お 尻 の 丸み 


お 尻 の 丸み が 1 


ほとん ど 出 ま 
せん 。 


骨 … へ 肩 甲骨 、 ヒ ジ 
肉 … 全 肩 ま わり 、 お な か 、 
脚 の つけ 宮 


骨 … 人 へ ヒジ 、 背骨 
肉 … 全 脚 の つけ 根 


は き ロ ライ ン の 骨 度 の 変化 


背骨 ライ ン で 丸み 
を 帯び た 背中 の イ 
メー ジ を つか み ま 
す 。 


肩 甲骨 の ライ ン の 変化 


ピノ / N 1 NT 


( お 尻 を 突き 出す ポー ズ ) テー マ ほ お 殿 と 太もも で す 。 ラ イン の 変化 を みて み ま し ょ う 。 
@ 前 か が み ・ お じ ぎ 導 有 AN 


ー/ 骨 哀 の 形 を 生 
ーー / か す 表 現 で す 。 
/ 


し な や か な 線 で 
す が 、 胸 郭 の 立 
体 を 意識 し ます 。 


脚 部 の つなが り 部 分 で す 。 カゲ を 
落と し て お 選 の 内 の ふく ら み を 注 
間 較 出し ます 。 


SN 


脚 を 前 後に 出し て 、 
お 尻 を 傾け て いま 
す 。 


甲骨 、 背 骨 、 ヒ ジ 、 胸 郭 、 骨 盤 4 

ざわ 、 脚 の つけ 根 、 太 も も 、 足 首 骨 … ke 

肉 … 人 内 太もも の 筋肉 の 
線 、 ヒ ザ の 胡 


と 
和 骨 


3 アウ トラ イン に な る 骨 
表 か ら お 尻 の 割れ 目 に 
か け て 、 つ な が っ て い 
る 意識 で と ら え ます 。 
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し うつ ぶせ お 尻 を 上 げ る ) 
⑯ うつ ぶせ に 寝る 


脚 の 太 さ と 曲面 
を 反映 し ます 。 


胴体 の 最 下部 を 


と ら え ます 。 
に 骨 … へ ヒザ 
へ 、、 内 "人 一 乳房 内 太もも 
片足 を 前 に 出し て い 
る の で 、 お 尻 の 傾き 
_- た ミ へ が 斜め に な り ます 。 
SN で ws、 ン < ルル や 
ンズ \ ] こ に 
ンー て 、 が ゃ e 胴体 の アタ リ と マ 
全身 の 、 ア ーー で ーー 
の oo 《 ^ "SN _- oe 
SS、 CN_ で = ーーW 
ここ SN ーー 
太 ーー 
> ーー ーー 


胴体 の 最 下部 が 
上 が り ま す 。 


くぼみ が 
で きま す 。 


乳房 は 胴体 の 脇 に 
肉 が は み 出 す 感じ 
で 描き ます 。 
骨 … へ ヒザ 
中 心 線 。 中 央 部 を 
肉 … 全 乳房 股 ま わり 、 ヒ ザ の 裏 と ら え ます 。 
/ 
NW 
ZS / ド 0 
ーッ し \ プ // っ デー 
ーー \ ヽ > - _ 
と ング で 7 NT テ 
全 衝 NN 1 ジー 人 M 押 
SS や に ぺこ ニー 
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| 腰かけ る ポー ズ | 同じ キャ ラ の 座る ポー ズ を 5 つの アン グル か ら 描い て みる 


同じ キャ ラ を 、 ほ ぼ 同 じ ポ ー ズ で 人 違う 角度 か ら 描き ます 。 ア ング ル に 
よっ て 表現 の 変わ る 「 骨 ] と 「 肉 ] を 見 て み ま し ょ う 。 


注目 N 秋 / 


鎖 角 と 脇 まわ り 
N 禄 


注目 


へ そ と 短い 曲線 に / 4 
よる お な か 表現 ) 


注目 


太もも の 太 さ の 描 
寺 分 け と ヒザ 表現 


文 骨 … 鎖 骨 、 ヒ ジ 、 ヒ ザ 、 足 首 、 肩 甲骨 
文 肉 … 脇 まわ り 、 お な か (へ そ )、 乳房 、 
太もも ライ ン 


横 / や や フカ ン 


注目 
た 
注目 ^ べ 、 乳房 の 重なり と 
鎖骨 か ら 肩 の ラ 乳首 の 位置 
イン と 肩 四角 


横 ア ング ル は 脚 が 
細く 見 えま す 。 


背面 
注目 

両 腕 を 後ろ に 伸 
ば す … 脇 まわ り 
) と 肩 甲骨 の 表情 


注目 
後ろ で 体重 を 


支え る 腕 、 ヒ 
ジ の シワ の 線 


注目 
腰 の シン プル な 
シワ の 入り 方 


注目 / \ 
忠 痕 まわり | | / 


正面 アダ オリ 


※ 脚 部 が ほぼ 左右 対称 に 
な る の で 、 こ れ だ け 片 ヒ 
ザ を 立て て いま す 。 

注目 


ヒザ に 手 を か ける (前 
に 出し た 腕 ) と 、 後 ろ 
に 下ろ し た 腕 。 脇 まわ 
り の 違い 。 


参考 ・ 左 右 対称 と 一 
に 描い た 脚 部 / 2 / 
り 


股 部 分 の バン ツ の 
曲線 ( 姜 の 太 さと 
つき 方 ) 


立 め アオ リ 


左右 の 乳首 の 形 


日 の 描き 分 け 


左右 の ヒザ の 表現 の 
描き 分 け 


注目 
へ その 表現 ( 線 
の 角度 ) 


注目 


ヒザ まわ り 、 ス ネ 
パー ツ の つなが り 
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座 面 (座っ て いる 床 面 ) の アタ リ を と っ て 描き ます 。 


全 ほ の イメ ー ジ | 
を か た め る ラフ 。 【 


胴体 ( 腰 ) や 脚 
の つけ 根 を と ら 


座 面 の へ り 。 ヒ 
ザ 位 置 の アタ リ 
( に も 利用 し ます 。 
頭 部 の 向き は 、 構造 を と ら え る ラフ 。 
後ろ 向き で も 十 胴体 の 厚み や 頭 の 向き 
字 で 表し ます 。 を 模索 し ます 。 


横 / や や フカ ン 


構造 を と ら える 作画 。 
頭 の 大 き さ と 肩幅 の 
バラ ンス を 見 ます 。 


肩 、 ヒ ジ 、 脚 、 ヒ 
ザ な どの 位置 を と 


132 


形 を 整え ます 。 


アウ トラ イン の ラフ 

画 。 ほ ぼ 決 定 稿 に 近 

いも の が で き て か ら 、 
アウ トラ イン を 整え 

\』 て 仕上 げ ま す 。 


アウ トラ イン を と 
りな が ら 、 腰 の 位 
置 や ヒジ 関節 、 お 
尻 の 形 な ど を 調整 
し ます 。 


ポー ズ の デッサン 
を と りな が ら イ メ 
ー ジ を 模索 し ます 。 


脚 線 シ ル エッ ト が 単調 な こと が 
は っ きり し た の で 、 脚 の ポー ズ 
の 変更 案 を 描き ます 。 お お よそ の ポー ズ が 確定 し て 、 作 
画 を 進め ます 。 胴体 、 骨 盤 ま わり 
か ら 脚 の つけ 根 を し っ か り と っ て 


作画 し ます 。 


斜め アオ リ 


中 心 線 を 入れ て 、 顔 
と カラ ダ の 向き を と 
ら え な が ら 全 体 を 描 
きま す 。 


下 か ら 見 上 げ て いる の で 、 
アオ リ で の 座 面 ( ゆ ち や 
奥行 き な ど ) の イメ ー ジ 
を は っ きり させ な が ら 作 
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ニー 滅 、 身 長 、 ス タイ ル 、 立 ち 方 な ど に 違い (性 格 ) を 反 
〒 ヤ ラ の 措 き 分 け 喘 き せま す 。 キ ャ ラ に よっ て 「 骨 と 肉 ] の 悦 い を 出し 
ニニ ーーー =ー ニー ニー ンー ニー ー ニ ニニ ーー ニニ ニー ニー ニーー = 


まし あま 導 。 


全身 ポー ズ 一 目 で わか る キャ ラ の 描き 分 け は 、 身 長 差 の 「 大 中 小 ] 3 タイ プ で 、 オ プ 
ショ ン と し て 「 も っ と 大 | や 「 も っ と 小 ]」 の キャ ラ を 加え ます 。 


大 キャ ラ 
正面 を まっ す 


大 まき な バ スト 
少し うつ お き 
斜め 向き 気味 


中 くら い の 
バス ト 


小さ め の 
バス ト 


太い 太もも 


均等 に 肉 づ き 
の よい 脚 線 


| 真正 面 向 き の キメ 
ポー ズ 立 ち 。 手首 
に 腕輪 (アク セ ) 
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【 ひと り ひ と り の 身長 差 の 
SN\、 目安 は 、 頭 の 半分 くら い 


4 ・ 
し っ か り し た 鎖骨 あっ さり し た 鎖骨 
意外 と 骨太 、 と いう こと を 印象 づけ ます 。 肉 づ き の よ さ を 反 映し ます 。 


NN 
ノ 
ン ギ 


※※ 小 キャ ラ よ り も っ 
と 細い 首 、 腕 、 脚 。 


LM_ _IA 


※ 指 を くわ える ポー 9 pe 
ふ ズ で 、 特 徴 ・ 個 性 を 7 の い Z やき 
強化 し て いま す 。 が っ つり し た 鎖骨 気持 ちち ょ っ ぴり 鎖骨 


スリ ム 系 の キャ ライ メー ジ を 与え ます 。 幼い 印象 を 与え ます 。 
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[ ニー ショ ッ ト ポ ボー ズ | ニー ショ ッ ト は キャ ラ の 上 顔 と カラ ダ を 大 きく アピール する 


サイ ズ で す 。 プ ラ と バス ト サ イ ズ を テー マ に し た キャ ラ の 
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描き 分 け を 見 て み ま し ょ う 。 


骨 感 と 筋 内 感 を テー マ に 、 引 
き 締 まっ た ボディ を アピ ー ル 
する アク ティ ブ キ ャ ラ 


ほど よい 骨 感 と 肉感 を テー マ 
に 、 柔 ら か で 健康 的 な ボディ 
を アピ ー ル する 普通 キャ ラ 

(主人 公 キャ ラ ) 


内 の 柔らか さ を テー マ に 、 
肉感 を 主体 に 表現 する お 色 
/ 気 提 当 の ギャ ッ プ キャ ラ 


人 @ | 普通 ] 役 の キャ ラ 


ポー ズ の 特徴 … キ ュー ト さ を 演出 

・ ち ょ っ と 肩 を 上 げ て 動き を 涙 出し ます 。 

・ ち ょ っ ぴり うつ お むき 気味 (見 上 げ る まな ざし ) 

・ さり げ な いし な り の 姿勢 ( 肩 と 骨 怠 の 角度 を 変え る ) 


健康 的 な ボディ を アピール 。 ほ ど よ い 肉 感 と 
ほど よい 骨 感 を 意識 し ます 。 


ほど よい 骨 感 … へ 鎖骨 と 肩 
※ 鎖骨 … あ まり 線 を 太く し ませ ん 。 
※ 肩 … 両 肩 を 少し すく め た 感じ に 上 げ る の で 、 ア ウ 
トラ イン を くっ きり し た 感じ に こし ます 。 


ほど よい 肉感 …、 首筋 、 脇 、 乳 房 、 お な か 、 股 、 パ ン 
ツ ま わり 
※ 乳房 … 線 を 強調 し ませ ん 。 ブ ラ で 、 自 然 で 柔らか 
な くらみ を 演出 し ます 。 

※ お な か … お へ そま わり の 腹筋 ( 縦 の スジ ) を 少し 
描き 、 外 腹 斜 筋 を 少し 描き 込ん で 下腹 部 
まわ り の 柔らか な 丸 さ を 表現 し ます 。 

※ ブラ と パン ツ ま わり … 肉 の 食い 込み を 演出 し ます 。 


ブラ に よる 自然 な 
バス トラ イン 
清 苑 、 控 え め な イメ ー 
ジ を 演出 し ます 。 
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@ アク ティ ブ 担 当 キ ャ ラ 


ポーズ の 特徴 … 活 発 な 感じ を 演出 

・ 後 ろ に 腕 を 組ん で 胸 を 張る 

・ は っ きり わか る くら い 両 肩 を 上 げ る 

・ ちょ っ ぴり あご を 上 げ 気 味 に (見 下ろ っ す まなざし) 
・ 片 脚 を 前 に 出す 


骨 感 を 意識 し て 硬 さ を 強調 し 、 ア スリ ー ト 
ふう キャ ラ を 演出 し ます 。 肩 まわ りや 腰 ま 
わり の 線 で 、 筋 肉質 ボディ を 強調 し ます 。 


骨 に よる 硬 さ 感 … へ あご 、 鎖 骨 、 肩 、 胸 郭 、 骨盤 
※ 鎖骨 … く つき り 描 いて 、 が っ ちり 感 を 出し ます 。 


肉感 …A 脇 、 肩 まわ り 。 乳房 、 肛 の シワ 、 お な か 

※ 肩 ま わり … 三 角 筋 を 演出 し ます 。 

※ 乳房 … 寄 せ て 上 げ る ブラ 効果 で 、 ボ リュ ー ム 感 

を 出し ます 。 

※ お な か … お へ そま わり の 線 を 長め に 描い て 腹筋 
を 演出 。 腰 の シワ と 骨 可 の 線 を 入れ て 、 
引き 締まっ た 胴体 と 動き を 演出 し ます 。 
外用 綱 筋 の 線 も シャ ー プ に し て 、 丸み 
より 引 き 締まり 感 を 出し ます 。 

※ ブラ と バン ツ ま わり … こ こ で は スポ ボー ツ 用 の 下 

着 な の で 、 肉 の 食い 込み 
感 を は っ きり 出す こと で 、 
締め つけ て いる 感じ を 出 
し ます 。 


寄せ 上 げ バ スト ライ ン 
スポ ボー ティ な イメ ー ジ や 、 
乳房 の 谷間 で セク シー 感 を 
演出 し ます 。 Y ライ ン で す 。 
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肌 を 閥 う 布 の - 
面積 が 多い 


@ お 色気 担当 キャ ラ 


ポー ズ の 特徴 … 恥 じらい 感 と 巨乳 を 演出 
・ 乳 房 を 抱え 上 げ る よう に し て 少し 前 か が み ( 胸 も と を 強調 ) 
・ 首 を 少し か し げ る + うつ お き 気 味 (伏し 目 が ち に 見 上 げ る 

まな ざし ) 


胸 も と (大 き な 乳 房 ) を アピ ビール する こと を 
目的 に し た 姿勢 と 、 困 っ た 感じ に 首 を か し げ 
る し ぐさ 、 表 情 で キャ ラ 感 を アビ ー ル し ます 。 
肩 を 小さ め に 描い て 弱 々 し さ を 出 し ます 。 


骨 … 人 鎖骨 
※ 鎖骨 は 細く 描き 、「 ポ ー ズ で 浮き 出し た 」 感 
じ を 出し ます 。 首筋 と つなが る 部 分 で で きる 
くぼみ が 、 柔らか な 肉感 ・ 肌 感 を 演出 し ます 。 


肉感 … 人 首筋 、 乳 房 、 お な か (へ そ )、 股 、 太 
も も 


※ お な か (へ そ ) … カ ラダ を 倒し て いる の で 、 
横長 で す 。 
※ ブラ の 脇 … ブ ラ か ら は み 出 す よ うな 乳房 の 
大 き さ と 柔らか さ を 出し ます 。 
※ 股 … 丸 く 柔 ら か な ライ ン を くっ きり 描き ま 


※ 太もも … 太 め に し て 肉感 を 出し ます 。 内 太 
も も ライ ン で 柔らか さ を 出 し ま 
し ょ う 。 


1 (アイ ) ライ ン バ ス ト 

ブラ を する だ け で 左右 の 乳房 が くっ つい 

て 「 字 に な り ま す 。「 豊 満 な 乳房 ] で す 。 
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全体 バラ ンス に つい て 


… キ ャ ラ の 差別 化 ポ イン ト 
ひと り ひ と り の キャ ラ を 描き 分 ける に あたっ て 、3 人 ま と 
め て 配置 し た と き に 全員 の 「 違 い 」 が ひと 目 で わか る よう 
に 心がけ ます 。「 違 い (描き 分 け )」 の ポイ ント は 以下 の 通 
り で す 。 
・ ポ ー ズ … 顔 の 向き 、 カ ラダ の 向き 、 姿 勢 の 違い 
・ 右 型 の 違い ( 髪 質 も 差別 化 ) 
・ 顔 … 目 の 描き 分 け + 表情 の 違い 
・ カ ラダ の 肉感 の 違い + 下着 の 傾向 の 違い 


ラ ワ ェ イメ ー ジ デ ッ サ シ 


髪 質 、 目 の 違い 


/ 鎖骨 と 乳房 の 違い 


ュ ンク 


全員 を 一 度 に 見 た と き に 、 そ 
れ ぞ れ の キャ ラ の 区 別 が つき 
や すく な っ て いる と 、 顔 や カ 
ラダ の 一 部 だ け で も 、 キ ャ ラ 
の 見 分 けが つき ます 。 


第 5 章 


顔 の 作画 


頭 が い 骨 ・ 顔 パー ツ ・ 髪 ・ 口 の 構造 ・ 


リア ル ふ う の 顔 と キャ ラ の 顔 と の 違い 


リア ル ふ う キ ャ ラ と デザ イン され た キャ ラ を 比べ て み ま 
し ょ う 。 頭 が い 骨 の 形 か ら 異 な り ます 。 


人 @ リア ル ふ う の バ ラン ス と パー ツ の 形 を 生か し て 描く キャ ラ 


髪の毛 … 細 か い 線 を 用 いて 髪 の 
毛 の 流れ や 房 を 描き ます 。 


ーー まゆ 毛 … 細 か い 線 の 
集合 体 で す 。 


目 … 目 の りん か く を 線 
で きっ ちり 描き ます 。 


アジ の ) で 
4 ツタ 


瞳 や 瞳孔 は 丸い で 
す ( 真 正面 の 場合 )。 


| 


グ | A 2 

月 

グリ アナ グ ノ ツ / 古 -- 陸 の 中 の 複 
ルン グ を 鑑み 

ルン ググ / 


/ ルレ 


ます 。 
/ 暴 … 内 の 際 起 ( 盛 
と り 上 が り ) や 算 
包 ( 鼻 の ) も 


、 意識 し て 「 鼻 ス 
(し フジ] を 描き ます 。 


くち びる … 上 くち びる と 下 
くち びる の 形 を 描き ます 。 


に ニー 。 


首 … 太 いで す 。 


人 体 の 頭 が い 骨 

目 も と や 側 頭 部 の へ こみ 具合 が 複雑 
ほお 細 や りん か く が ご つ ご つ し て いる 
下 あ ご の 骨 が 大 きい 

首 の 骨 も 太い 
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@⑯ バラ ンス と パー ツ を アニ メ や ゲー ムキ ャ ラ ふ うに デザ イン し た キャ ラ 


デー ーーー へ 髪の毛 … ア ウト ライ ン を 主 
プン 了 に に 体 に 、 線 を 減ら し て 単純 化 
ピー 1 し ます 。 


光 の テカ リ を 演出 し て 、 頭 
部 の 丸み や 髪の毛 の イキ イ 
キ 感 を 与え ます 。 


まゆ 毛 … シ ン ブ ル に 
描き ます 。 


ュー 目 … 大 きく 描き 、 ま 
つ 毛 な ど を 強調 し て 
くっ きり 感 を 与え ま 
す 。 睡 は だ 円 状 に 大 
きく 描い て 目 チ カラ 
を 与え ます 。 


了 征 … 線 を 減ら し て 
デフ ォ ル メ し ます 。 


四 … 鼻 の 頭 部 分 だ け 
を 描く な ど 、 あ まり 
強調 し ませ ん 。 


口 … く ちび る は 省略 
し ます 。 


ee 下 く ちび る の カゲ 


は 、 口 も と の キュ ー 
ト さ を 演出 し ます 。 


首 … 少 し 細め に し ます 。 


キャ ラ の 頭 が い 骨 

側 頭 部 や あご の 骨 の つき 方 は 単純 化 
ほお 骨 や りん か く が スッ キリ し て いる 
眼 高 / が ん か ( 目 の 穴 ) が 大 きく 、 や や 
兄 れ 気味 。 あご が 小さ い 
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キャ ラ の 顔 を 描い て みよ う 閑 に 六 2 


ュ 見 て 描く 手順 は 、 オ リ ジ ナ ル に 自分 の キャ ラ を 描く と 
し お手本 を 見 て 描く き と 同 じ で す 。 上條 の 天馬 の の リューム か 


ど を よく 見 て 描く こと で 、 作 画 力 が 向上 し ます 。 


文 顔 の バーツ の 位置 を 観察 する 
文 髪の毛 の 量 (ボリ ュー ム / 頭 部 

の りん か く か ら ど の くら い 外 
側 に アウ トラ イン が ある か )、 
髪の毛 の 流れ 、 曲 線 の 密度 も マ 
ネ し て みる と よい 


ーー 顔面 を と ら え 、 パ バーツ ( 目 
鼻 や ロ ) の 位置 の 目安 に す 
る 十字 線 


完成 前 ・ 下 絵 の 状態 


髪の毛 は 頭 が い 骨 か ら 浮い 


アタ ! ーー ー て いる の で 、 頭 部 の アタ リ 
る アタ リ の 作画 朋 馬 の ひと まわ り 外 に 、 髪 の 毛 
」 、 の 目安 を 描き 込み ます 。 
丸 ( 頭 部 / 頭 が い 骨 4 ほん の 少し 、 顔 の 中 心 線 の 
の アタ リ ) を 描い て 」 リー ニー デー アタ リ を 修正 。 外 側 に 寄せ 
十 宇 ( 閣 面 の アタ リ ) NT まし た 。 
5 を 描き ます 。 
N | / 
| / 
1 / 首 の 太 さ 、 肩 幅 な ど を 
① デリ 首 を 入れ 、 肩 の 目安 @ ざっ と 描き ます 。 
/ (横線) を 入れ ます 。 | 
N に や 
ae ト や 上 ーー 肩 の つけ 根 の 目安 。 
/ だ け を 描く 場合 も 、 胴体 の 幅 を イメ ー 
/ 胴体 の 目安 を ざっ く ジ す る 補助 線 で す 。 
り 描き ます 。 
@ ラフ の 作画 一 完 成 
/ / // 
| 7/ 1 
ゴ oo ペン の 崩 
N ! チ 。 1 1 ルル \ の ー / グ 
グ / を ッ 2 アン) 
⑧ ヘ ュ ン | @ (NN ン 交 O) w こ ン 
で Se と 8 4 6 
お 手 本 キャ ラ を 見 な が ら 、 頭 部 の 形 、 顔 の 目 の 位置 、 サ イズ 、 形 を 大 づか み に 入れ て 、 顔 の りん か く 、 首 、 目 鼻 の 線 を 少し ずつ 
りん か く 、 髪の毛 の アウ トラ イン 、 首 、 肩 詞 と 口 も 描き 込み ます 。 整え な が ら 、 胡 の 毛 の 流れ を 入れ ます 。 
の ライ ン を と っ て いき ます 。 分 け 目 の 位 置 や 房 の 大 ささ 、 形 を ラフ に 
つか み ま し ょ う 。 


まゆ 毛 や 髪の毛 の ア 口 も と を 修正 し 、 目 、 
ウト ライ ン 、 首 や 肩 前 髪 や 髪の毛 の タッ 
な どの 線 を くっ きり チ を 描き 込ん で 完成 
させ ます 。 部 分 と 全 で す 。 さ ら に 線 を 整 
体 を 交互 に 描き 進め えて 描き 込ん で も 
ます 。 OK で す 。 

/ N / 、 
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アタ リ や ラフ で 描き 込ま れる 頭 部 の 十字 は 、 顔 の 向き を と ら え る 
[ 顔 の 十字 の 意味 意味 と 、 目 鼻 を 描き 込む とき の 「 目 安 ]」 の 意味 が あり ます 。 
中 央 
正面 向き 。 


- 縦 線 
左右 の 幅 の 中 心 
を と ら え る 線 


目 の 位 軒 は 中 | 
央 より や や 下 
で す 。 


目 の 高 さ を と ら え る ペン ーー 
線 。 上 下 の 幅 の 中 央 
あたり で 、 耳 の 位置 還 


の 目安 に も し ます 。 ir、 


四 、 口 、 あ ご は 直線 上 に あり ます 。 


信 パー ツ の バラ ンス (位置 の 基本 ) 
よう ト 。 


顔 は 、 

「 目 と 目 の 問 の 距離 は 、 お お よそ 目 1 つ 
分 の 距離 が 開い て いる 」 

「 正 面 か ら 見 た 耳 の サイ ズ は 、 目 と 鼻 の 
位置 を 基準 に する 」 な ど 、 

パー ツ の 位置 関係 を と ら えて 描き ます 。 
顔 の 十字 線 は 、 バ パー ツ を 描き 込む と き 

の 距離 感 や 位置 を つか お 目安 の 役割 も 

し て いま す 。 


補足 
「 中 心 線 」 と 「 正 中 線 」 の 違い ン 


人 体 を めぐ る 用 語 に 「 正 中 線 (せい ちゅ う せ ん )] / 
と いう 言葉 が あり ます 。 UN 


] 
人 体 の 表面 の 真ん中 を 肌 に 沿っ て 引か れる 線 で 、 UN 
文字 通り 「 真 ん 中 の 線 ] を いい ます 。 武術 で も 、「 正 NN 
中 株 を ずら し て 攻撃 を よ け る 」 な ど と 使う こと が | ュ れ 
あり ます 。 | NO) 7 -/ 
作画 上 で 用 いる 「 中 心 線 | は 、「 見 た 目 の 真ん中 」 ( グン 
を と ら え る 線 の こと で 、 作 男 の 現実 上 も 「 だ いた N の 
い 真 ん 中 ] に 引か れ て いる こと が 多く 、「 製 較 」 と 
クラ ス の 絶対 「 真 正面 」 が 必要 と され る 場合 を 除 7 人 
ぎ 、 通 常 は さほど 神経 質 に な る 必要 は あり ませ ん 。 ダ N、 
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人 @ 縦 線 の 意味 た 方 向 の 向き を 表し ます 。 


| 列 / | 
中 心 緑 は 外 ( 左 ) 寄り に な り ま す - 


人 @ 横線 の 意味 機 錠 は 腺 の 上 下 の 向 さ を 表 し ます 。 


テン ーー 


Pa _0 


耳 は この 位置 ( 側 頭 
部 中 央 ) か ら 描 き 出 Sg 
し ます 。 


/ ジ 2 維 


目 や 耳 の 位置 を と ら え る 目安 に し ます 。 
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[ いろ ん な 向き の 作画 ] パー ツ の 位置 と 形 の 変化 を 見 て み ま し ょ う 。 顔 の りん か く 


の 変化 に 加え 、 日 の 位置 と 形 、 耳 の 形 も 変わ り ま す 。 


正面 に や や 近い 普通 の 斜め 向き 


/ / 
2 の / / 
/ ンー W/ N 
. さ %/ 8 
、 L 
ツマ 、、 興 に な る 目 の 横 押 が 


短く な り ま す 。 


W 
顔 の 側面 と 側 頭 部 が 
広く な り ま す 。 


目尻 か ら も み 上 げ ま で の 距離 が 広く 
な り ま す 。 
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斜め 後ろ ( 目 が 見 える 角度 ) 


/ i 
! 7) 』 
[ の プー / 
J 【 


昇 は 見 えま せん 。 


りん か が く 線 に 接する 
よう に し て 目 を 描き 
ます 


食後 ろ 横 顔 を アレ ンジ し て レグ ーー 
( 目 が 見 えな い 角 度 ) 描く 食 め 後ろ (/ き 


自 ス ジ を 描き ます 。 | 


NNN 二 NN 
NNNN 


1 N、 N 
N / 
AN | ル 
ベア グル 7 
【 NNNN AM 計 ル / グ " 
NN / グ 
中 WU 1 
1 1 / 
グ \、 9 
N 放し 


し 横顔 の 作画 ・ り ん か く と 目 の 位置 


@ りん か く | M SN 
IP2 ! 


/ 〆、 キャ ラ ふ う 


リア ル 必 う / 
グ … シ ンプ ブル 、 す っ きり 
ン 


… で こ ぼ ほこ 


キャ ラ の 横顔 に よく 使わ れる 3 タイ プ 
の に 
で こ ぼ こ タイ プ ブ シン プル タイ プ 
くち びる の 形 を 反映 し ます 。 アウ トラ イン を 単純 化し ます 。 


信 目 の サ イズ と 位置 眉 問 か ら の 距離 や 目 の 形 、 サ イズ を 変え ます 。 
3 ちょ っ と 広い 


普通 タイ プ ちょ っ と 妖 し げ タイ プ 

目 の 位置 (眉間 か ら の 距離 ) は 狭め で リ 目 の 位 置 は や や 眉間 か ら 離 れ 、 目 の 形 は 横 
アル 点 う で す 。 縦 に 大 きい 目 。 標 準 的 で 長 で す 。 切 れ 長 の 目 と いう 設定 や 、 や や 妖 
す が 、 正 面 向 き の 瞳 は 小さ め に な り ま す 。 し げ な ムー ド が 強調 され ます 。 
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! 


ハイ ブリ ッ ド タイ プ 
上 くち びる の 形 に リア ル ふ う の 
アウ トラ イン を 反映 し ます 。 


広い 


ぼん や り タ イプ 

眉間 か ら 離 れ た 位置 に 、 縦 に や や 大 きめ 
の 目 を 配置 し ます 。 の ん びり キャ ラ の 究 
囲 先 が 出 ます 。 


8 具 ス ジ に 奥 の 目 が ちょ っ と 隠れ る 斜め 向き で す 。 顔 の 立体 感 が 演出 され ます な 、 
(横顔 に 近い 斜め 向き の 作画 ) 位置 と 大 き さ の バラ ンス が 難し い の で 、 最初 は トレ ス や 見 て 描く こと な ど を 張り 忘 


て バラ ンス を 学び まし ょ う 。 


斜め 向き 顔 タイ プ 


通常 の 斜め 向き の と き の 
りん か が く 線 に 近い で す 。 


通常 の 斜め 向き 


作画 ポイ ント ン デ ヽ 、 

中 心 線 を 思い きっ 6 

て 外側 に 寄せ て 描 JA ぐー 
きま し ょ う 。 「 

| / 


! 
| NN / 


ヽ 


どちら も 最初 の アタ N〆 


リ は 共通 で す 。 横 顔 い 

タイ プ は 、 こ こ か ら 。 * ン 【 ~ 手前 の 目 は 、 中 心 
鼻 ス ジ 、 ア ウト ライ ae - 線 か ら 距離 を と っ 
ン を ラフ に 描い て 、 て 描き ます 。 


目 を 入れ ます 。 


アオ リ と フカ シ 


欠 アオ リ 対 め 下 か ら 見 上 げた 顔 で す 。 


目 と 鼻 の 距離 が 短く な り ま す 
(斜め 向き は 、 鼻 に 目 の 一 部 が 
隠れ ます )。 鼻 は 短め に 描き ま 
し ょ う 。 


ッ ン 


頭 部 の 面積 が 、 顔面 部 
より 小さ く な る よう に 
描き ます 。 


の 
口 か ら 下 の あご の 面積 が 広く な り ます 。 
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目 の 位置 を と ら え る 横線 を 、 上 向 
き の カ ー ブ に と り ま し ょ う 。 


目 も と と 鼻 の 関係 は 、 
「 機 顔 に 近い 斜め 向き 」 
と ぼぼ 同じ で す 。 


リア ル ぶ う キ ャ ラ の 
場合 。 抵 の 穴 を 描き 
まし ょ う 。 


念 フカ ン 付 め 上 か ら 見 下ろ し た 場合 。 頭 部 の 面積 が 大 きく な り ま す 。 


頭頂 部 も 十字 の アタ リ で と ら 
えま す 。 


目 の 位置 を と ら える 横 錠 を 、 下向き の カ 
ー ブ に と り ま し ょ う 。 


頭頂 部 の つむじ を 放射 状 の 
曲線 で 表現 し ます 。 


髪の毛 部 分 を 大 きく 
し まし ょ う 。 


顔 バ ラン ス は 、 通 常 の 斜め 
向き と ほぼ 同じ で す 。 少し 
だ け 、 顔 の 縦 幅 を 短く し て 
頭 を 大 きく 描き ます 。 
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顔 の バー ツ 
| 顔 パ ー ツ の 基本 の 形 と 名 称 | 


@ 骨格 上 か ら と ら え る 特徴 


@ 是 


、 ノ 眉毛 … 眼 褒 ( が ん か 。 
め の く ぼ み ) の 上 に 
| あり ます 。 


- ヶ 耳 は 顔 の 外 に 飛び 
] 出し て いま す 。 


口 は 上 下 の 歯 の 耳たぶ 


リア ル ふ う キ ャ ラ か ら 、 顔 パー ツ の 基本 の 形 と 口 の 構造 を 
見 て み ま し ょ う 。 


顔 の パー ツ は 、 キ ャ ラ の 作画 で は 単純 化 さ れ た り 、 
さま ざま に デザ イン され ます 。 


耳 の アウ トラ イン 部 」 
分 … 耳 輪 ( じ り ん ) 有 


5 お | | \、 見 の 目 も と 寄り の 
ーー 部 分 は 少し 盛り 上 
が っ て いま す 。 
耳 全 体 を 耳 殻 ( じ か く ) 後ろ か ら 見 た 場合 。 ラッ 
また は 耳 介 ( じ か い ) と バ 状 に と ら え まし ょ う 。 
いい ます 。 
@ 抵 
鼻 の 穴 が 見 えな い タイ ブ 6。 
- 自 す じ ( 夏 染 / 
1 な りょう ) ゞ だ 
) 江 
交 和 8 / ーー 真横 か ら 見 た 場合 
さき 。 鼻 突 鼻 の 穴 (見 孔 
ゲ / び せん ) / び こう ) 
/ \ 1 
ーー N 真下 か ら 描く 鼻 と 耳 。 真下 か ら 描 < 場 
小鼻 ( こ ば な 。 小 見 合 、 山 状 の 突起 で 
自 現 / び よく ) 彗 に 見 えま す 。 
鼻 の 穴 が 見 える タイ プ 真下 か ら 見 た 場合 st RS 
少し 下 に 描 
N きま す 。 
耳 は つけ 根 の 
部 分 を カゲ に 
小鼻 ( 算 現 ) し まし ょ う 。 


鼻 柱 (ぴち ゅ う ) 
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有 孔 ノーー 二 重 ま ぶた 
(( こ Xp) / (ふた えま ぶた ) 


上 まぶた 一 まつ げ 


3 
目 も と 一 ヘア ク 一 Cp 
ヘー 細 模 (けつ まく ) 
ーー 下 ま ぶた の 厚み の 株 


/ / 
下 ま ぶた 一 


し 4 果 に うさ い ) まつ げ は 放射 状 に 伸び ます 。 
障 孔 。 瞳 アア 

/ N 
ん (| き 工 は 
MM! AN AN 

虹彩 ーー ニブ! 

ーー ウイ ンク キャ ラ の ・ PO 
ガイ コツ に 眼球 を キャ ラ 骨 透視 眼球 を 透視 し た 場合 


結 憶 。 白目 部 分 は め て みた 場合 


MK 、 
回 出し て いる 「 眼 球 
部 分 | は 、 球面 上 の 
一 部 な の で 曲線 で す 。 
眼球 を は め て みた 場合 
人 @ 口 
上 くち びる 
d ) ツ 
口角 (こう か く )。 口 
下 く ちび る の 端 部 分 。 上 くち び 
る が 、 下 くち びる の 
上 に か か っ て いま す 。 
na 
の カゲ 


実は に こま で が 下 
下 く ちび る の 端 が 上 くち びる より くち びる で す が 、 
W 外 に な る こと は あり ませ ん (人 外 リッ プ 等 で 幅 を 狭 
キャ ラ や リッ プ 等 で そう 見 える よ く 見 せる こと が 多 
うに する こと は あり ます )。 いで す 。 
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6 その ッ キャ ラ の 作画 で は 目 の サ イズ の デザ イン や 口 の 演技 の 演出 デフ ォ ル メ が 
| 日 較 あ ご の 構造 多い の で 、 頭 が い 骨 の 状態 は ほとん ど 考え ませ ん 。 で も 、 歯 ヤ ロ の 中 を 


描く と き に は 、 口 の 構造 を 理解 し て お く と 役に立ち ます 。 


普通 に に っ こり 口 を 開け る 顔 は 正面 向き の まま で す 。 


キャ ラ 骨 透視 図 


| 口 は 、 下 あご が 
| 下 に 動き ます 。 


に っ こり 下 の 歯 や 歯ぐき は 省略 され て いま す 。 
首 の 骨 が 見 えま す 。 


上 向き 。 上 あご 
は 頭 が い 骨 の 一 
部 な の で 動き ま 

せん 。 


あご は 下 に 。 
開き ます 。 


あご の 可動 部 ( 吾 関 節 
/ が く か ん せつ ) 首 の 可動 部 で 上 
を 向き ます 。 


い 
大 きく 口 を 開け る @) @)) 設 u 部 
少し 上 向き 気 味 に な り ます 。 9 ーッ 


下 あ ご の 一 部 は 隠れ て いま す 。 
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@ リア ル 点 うり ん か く の 場 合 


頭 が い 骨 上 部 
バー ツ 


口 を 開け た 分 、 あ ご の | 1 
位置 は 下がり ます ( 顔 
が 長く な り ま す )。 


可動 部 ( 額 関 節 ) 


デフ ォ ル メ の 強い キャ ラ タ イ プ の 場合 、 口 を 開け て も 界 か ら 下 の り ん か く は 
人 @ キャ ラ タ イブ の 場合 同じ まま 、 口 を 開け る こと が 多い で す 。 


歯 を 所 か な い 場 合 や こ だ 
わら な いと き は 、 あ まり 
骨格 を 意識 する 必要 は あ 
り ま せん 。 


間 委 こ 
( 


算 か ら 下 の りん か く 口 を 開け て も 変化 な し で す 。 
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移 と と と 
ン 
下 に 開き ます 。 
顔 の りん か く が 変わ ら な い 場合 、 頭 が い 
骨 が 変形 ・ 伸 び 縮 み し て いま す 。 


8 ゝ ラ さい キャ ラ か ら 頭 が い 骨 を デザ イン し た 場合 。 前 歯 と 
参考 ・ デフォルメ の 強い 「 キ ャ ラ 」 の 頭 が い 骨 GNU 

普通 に か わい い 顔 の キャ ラ の 豆 
が い 骨 を 考え て みる と 、 キ ャ ラ 
の デザ イン や 表現 に よっ て は 下 
あご や 歯 の 部 分 が と っ て も 小さ 
いこ と が あり ます 。 で も 、 マ ン 
ガ や アニ メ な どの 作 中 で この 
キャ ラ が 二 に あたっ た り ソ ゾンビ 
化す る と 、 た いて い 普通 の 頭 が 
い 骨 が 描か れ ま す 。 

ここ で は 、 見 える 歯 か ら 想定 さ 
8 れる 頭 が い 骨 を 描い て み ま し た 。 
日間 ける 口 を 閉じ る ほとん ど リ ス の よう な 前 細 で す 。 


6 リア ル な 人 体 の 骨格 に と ら わ れず に 、 
参考 : キャ ラ 頭 が い 骨 可愛 さ 優 先 で 描き まし ょ う 。 
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ここ か ら 奥 歯 (大 昌 歯 / : 
だ いき ゅ うし 。 5 本 ) 
時 犬歯 (けん し ) 


前 上 (上 3 鐘 / も ん し ) 
生 。 京 。 才 


正面 に っ こり ロ 


下 の 歯 は 下 厨 に 毅 れ て いま す 。 |  」B 番 目 … 親 知ら ず 
上 か ら 見 た 上 あご 
歯 の 表現 
ーー ンー TTPZ 
ーー ーー デー 
歯 と くち びる を 省略 し た 表現 犬歯 を 路 化 し た 場合 。 犬歯 の 位置 
意外 と 前 歯 に 近い で す 。 


中 央 か ら 左 右 対称 で す 。 ※ 厳 密 に は 下 の 歯 は 
全体 に 小 り で す 。 
に っ こり と 歯 を 見 せ た と き に 、! 
見 える 範 団 の 目安 。 


上 半分 だ け に し た 場合 。 
歯 は 8 種類 だ け で す 。 


犬 上 だ ばけ 、 キ バ 状 に 先 が 
笑っ て いま す 。 


歯 並 み は 上 あご と 下 あ ご に 
沿っ た 曲線 を と ら えて 描き 
ます 。 


よく ある キバ 表現 。 犬 歯 よ り 外側 
気味 に 描く こと が 多い よう で す 。 
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有志 曲 | キャ ラ の 個性 を 出し た り 、 キ ャ ラ を 見 分 けら れる よう に 描き 分 
の の 田 | ける 上 で 、 病 の 毛 の 作画 は 重要 で す 。 頭 部 の 丸 さ を 基盤 に し た 
==rme= キ ーー 


作画 の いろ いろ を 見 て み ま し ょ う 。 


| 頭 部 と 敵 の 毛 の 関係 ] 頭 部 ( 頭 が い 骨 ) の 丸み を 基盤 に し ます 。 


ーー 


) (AN N 
N 4 + 注 六 


頭 が い 骨 カツ ラ 


ガイ コツ に 


ラ を か ぶ 


せる イメ ー ジ で す 。 頭 が 
い 骨 と カツ ラ の 間 の 距離 
で 、 髪 の 毛 の 質 や 量 の 違 
い が 出 ます 。 


人 @ 髪の毛 の 時 で 頭 の 大 き さ が 変わ っ て 見 える 


頭 部 の りん か く と 、 
。 髪の毛 の りん か く の 
Ns 離 が 狭い で す 。 


頭 部 の りん か く と 、 
髪の毛 の りん か く 
の 距離 が 広い で す 。 


頭 た 
同じ 大 き さ で す 。 
で 
髪の毛 の 量 が 少な い 髪の毛 の 量 が 多い 
頭 部 全体 は 骨格 の 状態 に 近い サイ ズ で す 。 頭 部 全体 が 大 きく な り ま す 。 
髪の毛 の ボリ ュー ム マ ジッ ク 作画 手順 の ポイ ント 
どちら も 同じ 7 頭 身 例 ) 髪の毛 の 量 が 


ノー 髪の毛 の 分 まで 

3 少な い タ イプ 
き さ 」 と と ら え 
た 丸 。 


同じ 身長 の 7 頭 身 キ 
ャ ラ で も 、 髪 の 毛 の 
量 が 多い ほう は 頭 が 
大 きく 見 える の で 、 
6 頭 身 に 見 えま す 。 
身長 差 も 出 て きま す 。 


イメ ー ジ を 決め て 、 頭 部 の りん か くに 沿っ て アウ トラ イン を 描き ます 。 
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作画 の ポイ ント 右 の 毛 は シル エッ ト と 曲線 が 重要 で す 。 


【 】 王 目 で わか る シル エッ ト へ アス タイ ル を 描く と き は 、 ま ず シ ル エ ッ ト を 決め まし ょ う 。 キ ャ ラ の 個性 や イメ ー ジ を 
は っ きり させ ます 。 
2 
凍 し こ ン > 
頭 部 の 形 。 シ ル エ ッ 
ト は 丸い で す 。 / 0 
お 姫 様 ふ う タ イプ 
ツイ ン テ ー ル タイ ブ ポニ ー テ ー ル タイ プ 

人 @ 髪の毛 は 曲線 で 描く 


頭 部 の アタ リ 
シン プル な スト レー ト ヘ ア で 、 直線 的 で 豆 部 が 丸い ショ ー ト へ ア ハネ ッ 毛 の ある ショ ー ト へ ア 
す が ゆ る や か な 曲線 を 用 いま す 。 
@@ 側 豆 部 と つむ じ を 意識 し よう 


罰 
に ) 
に 3 
し 3 
時 


H で 
: 反映 する と 
よい エリ ア 


外 に 広がる 
合 


上 髪 は ほぼ 
側 頭 部 は 平面 的 で す 。 まっ すぐ 
下り ます 。 


通常 は 、 頭頂 部 に 
W つ お じ ( 眉 の 毛 の 
/ 流れ の 中 心 ) が あ 


り 、 四 方 に 髪の毛 
が 流れ る イメ ー ジ 
で 描き ます 。 


いろ ん な 長 さ や 
いろ ん な 方 向 に 
描く エリ ア 頭頂 、 


上 か ら 見 た 場合 
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ヌ え ぎ ー 逆 立 つ 回 や な びく 髪 、 まとめ 髪 な ど で は 髪 の 生 
@⑮ 生え ざわ を 意識 し よう | え ぎ わ を と ら え て 描き ます 。 ひ た い 、 耳 まわ り 、 


後頭 部 の 生え ざわ を 見 て み ま し ょ う 。 


方 向 の 違う 曲線 で 髪の毛 の 
東 を 描く こと で 、 ひ る が えっ 
た 動き 感 を 出し ます 。 


ひたい まわ り の 生え ぎわ 。 
半 円 状 に と ら え まし ょ う 。 


な びく 髪 
ひたい と 側面 の 生え ざわ を NT > / 
ag Na 、 ペ ンプ - 生え ざわ の 単純 
N_W , / ンプ ′ 化 表現 。 ギ ザ ギ 
ク ク ググ ザ 状 で DK で す 。 


下 か ら の 風 に 吹き 上 げ 
られ る 髪 は 、 災 状 の シ 
ル エ ッ ト を イメ ー ジ し 
て 描き ます 。 


髪の毛 が 戻っ た 場合 
(ば さば さ 表 現 ) 


耳 ま わり と 後頭 部 の 生え ぎわ 。 髪の毛 は 
耳 の つけ ね まわ り を よ け て 生え て いま す 。 


NM 
MM 叶 / 


回 の 毛 が 逆 立つ 前 立つ 耳 ま わり と 後頭 部 の 生え ぎわ を ンプ トミ デー ァ で 
PR と ら え ます 。 後頭 部 の 生え ぎわ は 首 の つけ 根 あ た り で す 。 


アウ トラ イン は 頭 部 の 丸 さ に 沿う 曲線 が 基本 で す 。 シ ョ ー ト へ ア 
| へ アス タイ ル の 作画 | や まとめ 人 胡 を 主体 に 、 い ろ い ろ な 髪の毛 の 作画 の コツ を つか み ま 


( 代表 的 な 髪の毛 表現 ) uu 


@⑯ デフ ォ ル メ ・ シ ンプ ル タ イ プ アウ トラ イン を 描く 


)、、、| アウ トラ イン タイ ブ 


! 
| NM ] アウ トラ イン を と っ た あ 
シル エッ ト の りん か く を 単純 化し て 2 ) と 旧 双 で 塗り 、 光 の テカ  / 衣 IN 條 的 
描き ます 。 医 の 毛 の ハネ や 大 き な 房 N Q / リ ( 天 使 の 輸 ) を 入れ ます 。 (<|| MOI 
な ど 、 ブ ロッ ク を 形 に する イメ ー ジ \ 上 章 X い 
で 描く 手法 で す 。 へ イン 「 白 く 、 だ 円 状 に 天使 の 輸 
人 入れ ます 。 (エン ジェ ルリ ング ) 


/ /// 1 房 を 重ね る タイ プ / ん \ 
| ルク | 流れ こと に 房 状 に と ら えて 描く 手法 で | | 髪の毛 を 1 本 ずつ 描く つも り で て いね い に 
リ /( す 。 重 な り 合う 髪の毛 の 房 を と ら え ま 描き ます 。 線 と 線 を すべ て 均等 の 幅 で 描く 


イリ N、」 ノ /、 し よう 。 下 の 房 を 所 いて か ら 、 上 に か 「/ の で は な く 、 広 く あ いて いる と ころ と 、 狂 
NN ヘン ルル 3 中 て いき ます 。 \N / いと ころ を つく り ま し ょ う 。 
に 
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本 「 呈 部 の 丸 で 」 と 束ね て つく る 「 房 ] の 作画 が 基本 に な り ます 。 懇 質 や 房 の ボリ ュー ム 、 留め 
代表 的 な まとめ 半 具 部 分 に リボ ン を 使う な ど で 、 さ ま ざ ま な シル エッ ト (デザ イン ) が 演出 で きま す 。 
⑯ ポニ ー テ ー ル 知 目 を 1 つつ くっ て 、 大 き な 明 の 房 (テー ル ) を 特徴 に する へ ア 


スタ イル で す 。 活発 感 や 知 的 感 、 大 人 っ ぽ さ を アピ ー ル で きま す 。 頭 部 ( 頭 が い 骨 ) に 沿う 感じ で す 。 
ボリ ュー ム は あま り 大 きく し ま 


留め 部 分 。 こ こ に 向かっ 
て 頭 部 の 髪の毛 ( 線 ) が 


房 は 留め 部 か ら 
広がる イメ ー ジ 
で 描き ます 。 


髪の毛 の 旦 (ボリ 
ユー ム ) が た っ 
りあ る 場合 。 
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髪の毛 の 量 が 
少な い 場 合 。 


頭 部 の 曲面 を 明 の 毛 の 線 で 描き 出す イメ ー シ 

で 描き ます 。 
留め 位置 (曲線 の 
集束 点 ) の 目安 


後頭 部 の 曲面 に 治っ た 髪の毛 の 流れ 


ーー ヘン ンー の 
3 アタ リ 
ツー ノラ 


*v テー 
9 ツイ ン デ ー ル 計ら し ぶな どの アビ ー ル 訂 か 大 きい で す 。 


- 左右 の 高 さ を 
そろ えま す 。 


テー ル の 長 さ も 左右 そろ えま す 。 


後ろ 側 の 分 け 目 と 留め 位置 


ギザ ギザ 状 に 分 ける タイ プ 


- 耳たぶ 


-ー あご くら い 
の 位置 


三 つ 編 み (ゆる 三 つ 編 み ) タイ プ 
髪の毛 の 質 (ウェ ー ブ 状 、 ス トレ ー ト な ど )、 長 さ 、 留 め る 位置 、 留 め 具 の アク セ サ リ ー (リボ ン 大 


・ 小 ) な ど 、 組 み 合わ せ で 多彩 な イメ ー ジ に な り ま す 。 


結び 目 が ら つ 、 房 (テー ル ) が 2 つ に な る の が 特徴 で す 。 キ ャ ラ 的 に は 活発 感 や 


髪の毛 の 流れ は 中 央 
を 境 に し て 、 結 び 目 
に 向かっ て 描き ます 。 


結び 目 は 中 央 より も 
後ろ が 安定 し ます 。 


、 の ウィ ッ ク 〇 
な ど を 使っ て こん 
ミラ な 感じ に する こと 


り 
Ni 


代表 的 な 生え ぎわ の 形状 


me ーー 
C へ ) 
で ー | 


いし / も 欠 


正面 は ゆる や か な 曲線 で 、 も み 上 げ あ た り を 
ギザ 状 に と ら え る タイ ブ 


へ 1 が 
ゆる や か だ 半 円 状 に と ら え て 、 も み 上 げ ま わ 
り も シン ブル に と ら え る タイ ブ 


と が 
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し リアル ふ う 表 現 と キャ ラ ふ う 表 現 ) 髪の毛 の 流れ と 密度 を と ら え まし ょ う 。 


@ 流す 難 テー マ 特徴 … し な や か な ライ ン で エレ ガン ト に 


大 き な ブロ ッ ク の アウ ト 
リア ル ふ う 頭頂 部 、 つ お じ ま わり は 。 髪の毛 の ライ ン に な る よう に 描い 
へ そ に 当たる の で 、 外 度 を 高め て 渦 て 、 流 れ を 感じ させ ます 。 


~^、、 の 中 心 っ ぽく 描き ます 。 


ンー 線 を 引か ず に 白く 残 
し 光 を 表現 し ます 。 


し 線 の 有無 で ギザ 
状 に 見 える よう 
に 拉 き ます 。 


キャ ラ 応 う 大 き な 「 流 れ の アウ トラ イン 」 を と ら え る イメ ー ジ で 描き ます 。 


ンー 
「 天 使 の 輪 」 で 白く する 部 分 を タッ チ で 描 //| 
く こ と で 、「 天 使 の 輪 」 の 効果 を 与え ます (0 
( 頭 部 の 丸み を 演出 し ます ) 。 


カゲ を 入れ る こと で 空間 感 が 出 て 、 髪 の ボリ ュー ム 毛 先 の 方 は 少し 線 を 多め に 描き を ます 。 た っ ぷ 
感 と 、 ふ ん わり か か っ て いる 感じ が 出 ます 。 り し た 髪 の 感じ と 存在 感 が 生ま れ ま す 。 
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人 @ まとめ 髪 テー マ ・ 特 徴 … 少 し ゴージャス な 雰囲気 に 


丸く ゆる や か 
= な お 団子 状 に 
まとめ る イメ 


後ろ に ま と 
め る エリ ア 


髪 先 を ウェ ー ブ 状 に 。 波 線 を 用 いま す 。 


/ 多 2 


1 

N ンジ ンジ 

NN ノ 

2 | キャ ラ ふ う 
ヽ K 


0 


ピン 


有 ンー 
ヤラ フ バ ふつ * ー 
N ミ 3 


ボリ ュー ム 感 を 
見 せ た い の で 、 
線 の 宙 度 を ゆっ 
\、 た り 描 きま す 。 


頭 友 に ビッ タリ 治っ て いる 
感じ を 出す た め 、 線 の 密度 
を 上 げ ま す 。 ま と め 髪 感 が 
強調 され ます 。 


線 の 外 度 … 線 と 線 の 中 次 。 密度 を 上 げ る 細か く 、 近 づけ て 描く と と 。 18 フ 7 


いろ ん な 顔 を 描い て みよ う 
[ 目 と 軸 型 に 注 目 する 作画 ] 目 の 大 き さ や 形 の 描き 分 け に 、 髪 型 の 変化 を つけ まし ょ う 。 


人 @ 大 きい 目 と 小さ い 目 


| ポリ ュー ム を 


ーー クー Ss ビ 
グン / ン Ss N 
りり 7 4 NN N\1 
か MM SN 抑え た 英 
ーーー ュ 雪 MN - 
アタ リ 、 顔 の 傾き は 門 り 肩 で 骨格 を Io グ NNNNN / な で 肩 の スッ キリ し 
同じ で す 。 強調 し た 肩 ま わ ーー ニー = デュ 7 た 肩 の シル エッ ト 
y ( 首 は 細め ) 
人 @ 性 格 を 反映 する 目 目 (まぶた ) の アウ トラ イン や 、 瞳 の 色合い 、 且 の 大 まき さ な ど で 貴 い を 出し ます 。 
や oe 


不安 が ち 、 驚 き の 目 


普通 目 、 た れ 目 、 つ り 代表 的 な 目 の 形 「3 種 の 時 本 パター ン 」 で す 。 描き 分 ける こと で 、 髪型 を 同じ に し て も キャ ラ の 
の 目 、 た れ 目 上 雰囲気 は 変わ り ます 。 


た れ 目 キャ ラ 


描き 分 け の ポイ ント は 目尻 
目尻 の 位置 で 描き 分 け ます 。 


-- 顔 の アタ リ で 、 十 字 線 の 模 
線 を 大 準 に し ます 。 目じり 
を と ら え る た め の 横 線 を 措 
き 加 えて 作画 する こと も あ 
り ま す 。 


つり 目 は 目 も と を 下げ 気味 
に する の も 有効 で す 。 


リ / \ 』 
普通 目 … く せ の な い 「 ま っ すぐ ] な 印 つり 目 … な ん か 気 が 強 そう 、 外 向 た れ 目 -…- な ん か お と な し そう 、 内 向 
象 に な り ます 。 髪型 は あま り 凝 ら ず 、 身 的 な 印象 に な り ま す 。 髪 型 も 外向 き 的 な 印象 に な り ま す 。 眉毛 を 隠し た お 
だ し な み 程 度 に 整え る 感じ の 髪型 で す 。 イメ ー ジ の ツン ツン ヘア で す 。 か っ ぱ ス トレ ー ト ヘア で す 。 
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| 性 格 を 意識 し て 描く キャ ラ | どん な キャ ラ か 、 イ メー ジ を は っ きり させ る 意識 で 


目 や 髪 型 を 決め て いき ます 。 


ーー ーー 、、 胡 の 毛 の ボリ ュー ム を た っ ぷり 
テニ ーー ーー 記 )、、 と り ま す 。 大 きめ の 頭 で 、 子 ど 
- | 、 | も っ ぽく 親しみ や すい 究 囲 気 に 


ぽん や りほ ん わか 
キャ ラ 


穏やか な 感じ の ポイ ント 
… 丸 い 頭 の シル エッ ト 、 た れ 目 、 ま と め 可 
( 三 つ 編み ) 


自由 感 の ポイ ント … 髪 の 毛 ば さば さ 
元気 さ … ひ た い を 大 きく 見 せる 
※ 口 も と で ひと 環 感 を 演出 < 


フカ ン 和 気味 で な で 肩 を 
強調 。 リ ラッ クス 感 、 
自由 感 を 演出 し ます 。 


明る い 元 気 の ポ イン ト 
「 活 発 感 」 で す 。 大 きく 
開け た 目 と 口 、 髪 の 毛 の 
八 ネ 表現 。 瞳 も 目 の 光 も 
大 きく 描い て 明る さ を 強 
調 し ます 。 
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アオ リ 気 味 で 首 を ちょ っ と 
か し げ る 、 両 肩 を 上 げ る ポ 
ー ズ 演出 で 、 明 る い キ ャ ラ 
性 を 伝え ます 。 


強気 な 個性 派 キ ャ ラ 


強気 ・ 元 気 ・ 活 発 ・ 個 性 の ポイ ント … つ り 目 、 と が っ た 
房 で 派手 に 見 える ボ ニ テ (ボニー テー ル )、 前髪 、 顔 の 
脇 の 髪 の 毛 も ワイ ルド な 印象 を 与え ます 。 


静か で ミス テリ アス な キャ ラ 


ミス テリ アス … 瞳 の 中 に 明る い 光 を 入れ な いこ と で 、 不 因 謙 な ニ 
ユア ンス を 与え ます 。 ス トレ ー ト の ロン グ ヘ ア は それ だ け で ミス 
テリ アス な 効果 が あり ます が 、 は ね っ 毛 を 加え る こと で 「 た だ 静 
か じゃ な い 」 と いう 自己 主張 を 与え ます 。 また 、 顔 の 中 央 、 眉 問 
に か か る 前 髪 も 、 キ ャ ラ の クセ の 強 さ を 演出 し ます 。 


け だ る い 年 上 キャ ラ 


) 

0 % 八 め 向き う つ お むさ 気味 … 目 

『 【 」 の 入れ 方 で 意志 や 動き 感 な 
| ど 、 目 の 演技 を 演出 し や す 

の いで す 。 


け だ る さ … 長 いま つ 毛 、 伏 せ 目 、 小 さめ の 口 、 目 に か か る 
髪の毛 は し な や か で 細く 、 経 細 な イメ ー ジ 。 ま と め 有 髪 も 少 
し ほつれ 気味 、 ど こと な くだ らし な い 究 囲 筐 に し て 「 奈 裕 
を 演出 し ます 。 


ンド 


正面 向き 、 う つ お き 
気味 … 目 線 を 上 げ る 
こと で 、 三 白眼 風 の 
目 デ カラ を 演出 し や 
すい で す 。 


左右 対 で そろ えた へ アス タイ ル は まじ め 感 を 、 大 き な ひ 
た い は 外向 性 や 前 向き の 意志 を 反映 し ます 。 目 に ちょ っ 
と か か る 前 髪 は クセ の 強 さ を 感じ させ 、 同 時 に キャ ラ の 
個性 を 強め ます 。 
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EE 「 下 まぶた の 位置 ]」 と 「 口 の 位置 」 の 距離 が 違う キャ ラ を 
し パラ ンス に 注目 する 作画 」 描き ます 。 大 人 と 子ども の 描き 分 け に 用 いら れ ます が 、[ 同 


バラ ンス の 描き 分 け 1 年 齢 に 見 えな い 同 六 生 」 な ど に も 用 いま す 。 
@ 目 と 鼻 の 形 と サイ ズ 、 距 離 に 注目 


ンク 
基本 キャ ラ 。 鼻 スジ を あま り 強 調 年 上 ・ お 姉 さ ま ぬう キャ ラ 。 目 は 小さ めで 、 子ども 、 妹 点 う ラキ ャ ラ 。 目 は 大 人 
し ませ ん 。 基本 キャ ラ の 半分 くら い 。 四 ス ジ や 島 の 形 ぶ ふう キャ ラ の 3 倍 くら い 大 きく し 
を 描く と 大 人 っ ぽい キ ャ ラ に な り ま す 。 ます 。 鼻 は ほとん ど 「 点 ] で す 。 


バラ ンス の 描き 分 け 2 。s**・< ゃ eoeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoee 


人 @ 下 ま ぶた と 口 の 距離 に 注目 どの タイ プ も 、 耳 は 目 の 高 さ に 合わ せ て 描き ます 。 


Q 
、 
了 1 
あご の 位置 は 
共通 で す 。 
基本 の キャ ラ 大 人 ・ お 姉 さ ま キャ ラ 子ども ・ 妹 キャ ラ 
※ 納 の 下 か ら 口 まで の 距離 が あり 、 口 か ら ア 目 と 口 の 距離 を 長く と り ま す 。 ま た 、 肩 幅 目 と 口 の 距離 を 短く し ます 。 
ゴ の 距離 も 控え めで す 。 を 顔 の サイ ズ に 合わ せ て 描く こと を 想定 し 
て 首 の 太 さ や 長 さ を 描き ます 。 


江 選 多 の 描 守 分 時 wwwioeiwauafraie、ahmNafaIaA:0 あす 67 区 (人 (0: 人) 


@ 下 ま ぶた と 人 鼻先 の 距離 に 注目 


大 人 キャ ラ は 目の下 か ら 鼻 先 まで の 距離 も 、 子ども キャ ラ は 目 の すぐ 下 に 鼻先 が あり ます 。 
あご まで の 距離 も 長く 、 面 長 を 意識 し ます 。 また 、 あ ご まで の 距離 も 短く 描き まし ょ う 。 


178 


- コラ ム 


キャ ラ デ ザ ワン ポイ ント 
ee 同じ キャ ラ を 描く 必要 が ある と き は 、 何 点 か 違う 向き の 顔 を 
へ アス タイ ル の 4 面 図 を 描こ う 描き ます 。 通 常 、3 面 図 は 「 正 面 ・ 横 ・ 後 っ ] で す が 、 キ ャ 
ラ の 場合 は 「 正 面 、 横 、 斜め 」 を 其 準 と し て 、 真 後ろ か ら の 
も の を 加え て 4 点 押 いて お きま す 。 


髪の毛 の 分 け 目 、 流 れ 、 頭 が い 骨 か ら の 距離 (ボリ ュー ム ) が な る べく 
同じ に な る よう に 気 を つけ まし ょ う 。 
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